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江
戸
時
代
の
雅
楽
の
伝
承

―
楽
壇
と
楽
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
―

寺

内

直

子

は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
江
戸
時
代
の
雅
楽
に
つ
い
て
、
楽
壇
と
い
う
視
点

を
用
い
て
、
地
域
や
「
家
」
と
い
う
単
位
よ
り
細
か
い
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
を
重
層
的
に
ま
た
ぐ
、
楽
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
存
在

を
指
摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
、「
楽

壇
」
を
演
奏
の
機
会
と
参
加
者
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
脈
絡
、「
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
を
楽
人
が
何
ら
か
の
点
に
お
い
て
同
じ
集
団
に

属
す
る
と
認
識
す
る
帰
属
意
識
と
定
義
し
て
お
く
。

　

周
知
の
通
り
、
雅
楽
の
伝
承
は
平
安
時
代
の
中
頃
か
ら
地
下
官
人

の
世
襲
的
な
職
掌
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楽
人
は
京

都
、
南
都
、
天
王
寺
の
三
箇
所
に
大
き
な
集
団
を
作
り
、
京
都
方
の

楽
人
は
御
所
や
都
の
周
辺
の
寺
社
、
南
都
方
楽
人
は
興
福
寺
、
春
日

大
社
、
東
大
寺
な
ど
、
天
王
寺
方
楽
人
は
、
四
天
王
寺
、
住
吉
大
社

な
ど
の
諸
行
事
で
雅
楽
演
奏
を
担
っ
て
来
た
。
慣
例
的
に
こ
の
三
地

域
を
「
三
方
」、
世
襲
的
な
楽
人
の
家
柄
を
「
楽
家
」
と
呼
ぶ
。
各

楽
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
器
や
舞
の
専
門
を
分
担
し
て
伝
承
し
た
（
（
（

（
表

1
）。

表 1　楽家の専門一覧

京
都

多 右舞、神楽歌、和琴、笛
豊原（豊） 笙
安倍 篳篥
大神（山井） 笛

南
都

狛（上） 笛、左舞
狛（辻） 笙、左舞
狛（芝）* 笛、左舞
狛（奥） 笛、左舞
狛（窪／久保） 篳篥、左舞
狛（東） 笙、左舞
大神（中、喜多、
乾、西京、井上）

右舞、笙、笛

玉手（藤井、後藤） 打物、右舞

天
王
寺

太秦（薗） 笙、左舞、右舞
太秦（林） 笙、右舞
太秦（東儀） 篳篥、右舞、左舞、笛
太秦（岡） 笛、左舞

* 江戸時代初期に「藤原」姓を賜る
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京
都
方
は
、
多
氏
、
豊
原
氏
、
安
倍
氏
、
大
神
氏
の
四
氏
が
あ
り
、

異
な
る
専
門
を
分
担
し
て
い
た
。
南
都
の
狛
氏
は
平
安
時
代
か
ら
禁

裏
の
行
事
に
も
参
加
し
た
が
、
そ
の
場
合
は
も
っ
ぱ
ら
左
舞
を
受
け

持
っ
た
（
（
（

。
南
都
の
中
で
合
奏
す
る
場
合
は
、
各
家
が
楽
器
、
舞
を
分

担
し
た
。
南
都
の
大
神
氏
（
右
舞
）、
玉
手
氏
（
打
物
）
は
南
都
の
行

事
だ
け
に
参
加
し
た
。
天
王
寺
の
太
秦
氏
に
は
四
家
あ
り
、
同
様
に

楽
器
を
分
担
し
た
（
舞
は
全
家
で
分
担
）。
天
王
寺
楽
人
は
中
世
ま
で

は
、
比
較
的
独
立
し
て
活
動
し
て
い
た
が
、
一
六
世
紀
末
か
ら
京
都

の
行
事
に
も
常
時
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
（
（

。

　

こ
の
三
方
の
楽
家
の
伝
承
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば
、
家
の
伝
承
は

他
家
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
ず
、
親
か
ら
子
へ
連
綿
と
伝
承
さ
れ
て
来

た
、
と
説
明
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
態
が
担
保
さ
れ
る

の
は
、
各
家
が
有
能
な
男
子
に
恵
ま
れ
て
父
か
ら
子
へ
滞
り
な
く
相

伝
が
行
わ
れ
、
楽
家
毎
の
専
門
が
美
し
く
棲
み
分
け
ら
れ
て
い
る
場

合
で
あ
る
。
実
際
に
は
男
子
を
授
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
後
継
者
が

い
て
も
事
故
や
戦
乱
で
失
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
技
の
習
得

の
た
め
に
他
家
の
楽
人
に
弟
子
入
り
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
く
、
多

く
の
旧
家
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
楽
家
も
養
子
に
よ
っ
て
存
続
し

て
来
た
。
子
弟
関
係
や
養
子
縁
組
の
状
況
は
、
一
六
世
紀
末
、
中
世

の
戦
乱
で
荒
廃
し
た
京
都
の
雅
楽
を
立
て
直
す
た
め
に
、
南
都
と
天

王
寺
の
楽
人
数
名
が
京
都
移
住
を
命
じ
ら
れ
て
京
都
の
楽
人
と
合
奏

す
る
よ
う
に
な
っ
て
（
（
（

以
降
、
一
層
複
雑
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

京
都
で
は
同
じ
楽
器
を
三
方
の
異
な
る
家
の
楽
人
が
合
奏
す
る
こ
と

に
な
り
（
（
（

、
ま
た
養
子
縁
組
は
、
同
族
ど
こ
ろ
か
、
頻
繁
に
三
方
さ
え

越
え
て
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
再
編
に
よ
り
、
南
都
方
と
天
王
寺
方
に
は
「
在
京
」

と
「
在
南
」「
在
天
」
の
家
が
生
じ
た
。
南
都
方
で
は
、
狛
氏
の
う

ち
上
、
辻
、
奥
、
窪
（
久
保
）
家
（
（
（

は
京
都
に
進
出
、
芝
、
東
家
は
南

都
に
留
ま
っ
た
（
（
（

。
一
方
、
天
王
寺
方
は
全
家
京
都
に
進
出
し
、「
在

京
」
と
「
在
天
」
の
系
統
に
分
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
た

と
え
ば
、
同
じ
天
王
寺
方
で
も
、
在
天
と
在
京
で
は
、
ふ
だ
ん
参
加

す
る
演
奏
機
会
が
異
な
る
と
い
う
事
態
を
生
み
出
す
。
演
奏
機
会
や

楽
人
の
顔
ぶ
れ
が
異
な
れ
ば
、
音
楽
的
な
ス
タ
イ
ル
も
異
な
る
の
は

普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
鑑
み
る
と
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
「
家
の
伝

承
」、
三
方
ご
と
の
「
地
域
の
伝
承
」
が
確
固
と
し
て
存
続
す
る
の

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
存

続
し
た
か
否
か
と
い
う
二
択
の
単
純
な
議
論
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

家
の
伝
承
、
三
方
の
伝
承
は
、
交
差
、
迂
回
、
場
合
に
よ
っ
て
は
融

合
変
化
し
つ
つ
伝
承
さ
れ
る
の
が
常
態
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
奏
楽
の

機
会
や
顔
ぶ
れ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
、「
家
」
や
「
三
方
」
よ
り
細

か
く
多
様
な
単
位
の
「
楽
壇
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
一
九
世
紀

の
楽
人
日
記
か
ら
描
き
出
そ
う
と
思
う
。
楽
壇
と
い
う
概
念
は
、
江

戸
時
代
の
唱
歌
の
楽
譜
を
分
析
し
た
拙
稿
で
す
で
に
部
分
的
に
使
用
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し
た
が
（
（
（

、
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
、
京
都
と
南
都
に
住
ん
で
い
た
二
人

の
楽
人
の
活
動
を
比
較
し
な
が
ら
、
幕
末
の
諸
行
事
の
種
類
や
参
加

者
を
分
析
す
る
。

　

本
稿
で
資
料
と
す
る
の
は
、
南
都
方
楽
人
・
芝
葛
房
（
一
八
一
三

〜
一
八
七
三
）
の
日
記
（
（
（

と
、
在
京
天
王
寺
方
楽
人
・
東
儀
文
均
（
一
八

一
一
〜
一
八
七
六
）
の
日
記
（
（（
（

で
あ
る
。
文
均
は
実
は
南
都
芝
家
の
生

ま
れ
で
、
在
京
天
王
寺
方
本
家
の
東
儀
文
暉
の
養
子
と
な
り
、
後
に

在
京
天
王
寺
方
分
家
の
文
信
の
養
子
と
な
っ
た
（
（（
（

。
そ
の
た
め
、
文
均

は
天
王
寺
方
で
あ
り
な
が
ら
、
天
王
寺
在
住
の
楽
人
よ
り
京
都
在
住

の
楽
人
と
の
活
動
の
機
会
の
方
が
日
常
的
に
多
か
っ
た
（
（（
（

。
一
方
、
文

均
の
実
家
で
あ
っ
た
南
都
の
芝
家
は
四
流
あ
り
（
（（
（

、
い
ず
れ
も
南
都
在

住
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
葛
房
は
本
家
の
嫡
流
で
あ
る
。
葛
房
と
文
均
で
は
、

奏
楽
の
機
会
や
顔
ぶ
れ
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。
こ
こ
で
は
ま

ず
南
都
在
住
の
葛
房
の
日
記
か
ら
、
幕
末
の
南
都
の
行
事
や
楽
壇
の

状
況
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

一
、
南�

都
方
楽
人
の
音
楽
活
動
の
場

―
芝
葛
房
の
日
記
か
ら
―

　

南
都
方
楽
人
が
奏
楽
や
舞
楽
を
行
う
行
事
に
は
、
年
代
に
よ
っ
て

違
い
も
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
て
、
①
大
規
模
な
宮
中
行
事
、
②
三

方
及
第
の
練
習
と
本
番
、
③
氷
室
神
社
、
春
日
大
社
、
東
大
寺
等
に

お
け
る
恒
例
行
事
、
④
興
福
寺
大
乗
院
、
山
村
御
殿
な
ど
に
お
け
る

楽
会
、
⑤
そ
の
他
、
法
花
寺
等
の
寺
社
に
お
け
る
恒
例
、
臨
時
の
出

張
奏
楽
、
⑥
南
都
楽
家
の
行
事
、
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
京
都
、

南
都
、
天
王
寺
の
三
方
が
集
ま
っ
て
演
奏
す
る
の
は
、
①
と
②
だ
け

で
、
そ
の
他
は
だ
い
た
い
南
都
方
一
方
の
楽
人
だ
け
で
行
う
。
南
都

方
一
方
の
行
事
の
場
合
、
在
京
の
楽
人
も
南
都
に
下
向
し
て
在
南
楽

人
と
共
同
で
行
う
行
事
は
③
、
在
南
楽
人
だ
け
で
行
う
の
が
、
④
〜

⑥
と
な
る
。

①
大
規
模
な
宮
中
行
事

　

こ
こ
に
は
、
正
月
、
宮
中
で
行
わ
れ
る
踏
歌
節
会
（
一
六
日
）
や

舞
御
覧
（
一
九
日
頃
）
が
あ
る
。
在
天
、
在
南
も
含
め
、
三
方
す
べ

て
の
楽
人
が
参
集
す
る
。
葛
房
日
記
、
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
一

月
一
六
日
条
の
踏
歌
節
会
を
見
て
み
よ
う
。

同
半
剋
、
国
栖
上
近
興
終
テ
直
ニ
舞
人
楽
人
左
長
楽
門
ニ
屯
ス
。

治
部
省
官
人
先
進
、
頓
テ
、
陣
座
辺
よ
り
官
人
来
テ
、
治
部
省

ニ
向
テ
立
楽
参
レ
ト
仰
。
治
部
省
一
揖
、
応
召
テ
、
双
調
調
子

始
。
春
庭
楽
ヲ
吹
テ
左
［
左
長
楽
門　

右
永
安
門
］
右
ヲ
入
テ

連
進
。
上
衆
先
也
。
南
庭
ニ
至
、
左
右
向
合
ニ
立
並
テ
、
止
楽
。

右
方
ハ
雅
楽
寮
、
先
進
。
則
助
、
季
良
朝
臣
也
。
省
寮
ハ
北
面

ニ
立
。（［　
］
内
は
原
文
割
注
、
句
読
点
寺
内
補
）

　

踏
歌
節
会
は
平
安
時
代
か
ら
知
ら
れ
る
宮
中
の
行
事
で
あ
る
。
楽

人
は
、
踏
歌
節
会
に
は
、「
国
栖
（
奏
）」
と
い
う
笛
の
演
奏
と
、
立
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楽
、
そ
れ
に
舞
楽
を
担
当
す
る
。「
国
栖
」
は
笛
の
独
奏
、
立
楽
は

治
部
省
、
雅
楽
寮
の
官
人
、
楽
人
・
舞
人
ら
が
承
明
門
の
左
右
の
掖

門
で
あ
る
長
楽
門
と
永
安
門
か
ら
参
進
す
る
時
に
演
奏
さ
れ
る
音
楽

で
、
曲
目
は
〈
双
調
調
子
〉
と
〈
春
庭
楽
〉
で
あ
る
。
右
に
あ
げ
た

の
は
「
国
栖
」
か
ら
立
楽
ま
で
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
舞

楽
が
行
わ
れ
た
。
舞
楽
は
〈
萬
歳
楽
〉〈
延
喜
楽
〉〈
賀
殿
〉〈
地
久
〉

な
ど
、
年
頭
を
寿
ぐ
祝
儀
の
演
目
が
演
じ
ら
れ
た
。

　

葛
房
日
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
楽
人
参
勤
者
は
次
の
通
り
で
、

五
〇
名
程
度
で
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
う
ち
、
南
都
方
の
楽
人
を 　
　

 

で
、

天
王
寺
方
は
傍
線
で
示
し
た
。
京
都
方
は
そ
れ
以
外
で
あ
る
。
南
都

楽
人
の
う
ち
、
在
南
は
芝
葛
雅
、
葛
房
、
窪
近
繁
だ
け
で
あ
る
。
南

都
方
の
楽
人
は
、
い
ず
れ
も
、
左
舞
の
舞
人
、
も
し
く
は
左
方
の
管

方
（
舞
楽
の
伴
奏
）
を
勤
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
天
王
寺
方

は
右
方
の
舞
人
も
し
く
は
管
方
を
勤
め
て
い
る
。

国
栖　

�

上
近
興�

舞
人左

：��

奥
好
文�　

�

辻
高
挙�　

�

窪
近
俊�　

�

辻
則
賢�　

�

芝
葛
房�　

�

辻

近
抽�

右
：
林
廣
就　

東
儀
文
均 

東
儀
文
秀　

多
久
住　

東
儀
文

静　

多
忠
彦

管
方

左　

笙
：�

辻
近
敦�　

�

辻
近
信�　

多
忠
愛　

豊
原
陽
秋

　

篳
篥
：�

安
倍
季
良　

安
倍
季
随　

�

窪
近
繁�　

多
忠
節　

安
倍
季
光

笛
：��

芝
葛
雅�　

�

上
近
興�　

大
神
基
孚　

豊
原
徳
秋　

多

忠
誠

　

一
鼓
：�

窪
近
満�　

太
鼓
：�

奥
好
古�　

鉦
鼓
：�

辻
則
察�

　

右　

笙
：�

薗
廣
勝　

林
廣
範　

林
廣
治　

薗
廣
名　

豊
原
胖

秋

　
　
　

篳
篥
：�

多
久
顕　

東
儀
季
誕　

多
忠
以　

安
倍
季
騧

　
　
　

笛　

：�

岡
昌
億　

東
儀
如
壽　

大
神
景
典　

多
忠
壽　

岡
倫
秀　

多
忠
元

　
　
　

二
鼓
：�

林
廣
済　

太
鼓
：
東
儀
俊
壽　

鉦
鼓
：
東
儀
季

熈

　

踏
歌
の
数
日
後
に
は
、
宮
中
の
南
庭
で
天
皇
が
舞
楽
を
御
覧
に
な

る
舞
御
覧
が
行
わ
れ
た
（
こ
の
年
は
一
月
二
二
日
）。
例
年
、
曲
目
は

ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
年
は
〈
振
鉾
〉
に
続
き
、

左
：�

賀
殿
、
抜
頭
、
桃
李
花
、
太
平
楽
、
甘
州
、
春
庭
花
、
陵

王
（
童
舞
）

右
：�

延
喜
楽
、
還
城
楽
（
童
舞
）、
登
天
楽
、
陪
臚
、
林
歌
、

白
濱
、
納
蘇
利

が
舞
わ
れ
た
。
踏
歌
の
時
よ
り
も
舞
楽
の
数
が
多
く
、
従
っ
て
参
勤

の
人
数
も
七
〜
八
〇
名
に
増
え
る
。
南
都
方
が
左
方
、
天
王
寺
方
が
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右
方
を
担
当
す
る
の
は
踏
歌
節
会
の
時
と
同
様
で
あ
る
。
右
の
例
で

は
、
左
方
の
〈
陵
王
〉
と
右
方
の
〈
還
城
楽
〉
は
子
供
が
舞
う
「
童

舞
」
で
あ
っ
た
が
、〈
陵
王
〉
を
舞
っ
た
辻
則
察
（
一
八
三
二
〜
一
八

六
三
）
は
、
日
記
の
著
者
・
葛
房
の
姉
の
お
愛
が
在
京
南
都
方
辻
近

信
に
嫁
し
て
生
ん
だ
葛
房
の
甥
で
あ
っ
た
。
葛
房
自
身
は
、〈
抜
頭
〉

と
〈
甘
州
〉
の
舞
人
を
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
在
南
の
楽
人
は
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
行
事
に
は
、
最

低
一
泊
で
上
京
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
正
月
の
踏
歌
と
舞
御
覧
の
よ

う
に
、
接
近
し
た
日
程
で
行
事
が
あ
る
場
合
は
、
連
泊
す
る
必
要
が

あ
る
。
だ
い
た
い
在
京
の
親
戚
の
家
に
宿
泊
し
た
。
た
と
え
ば
右
の

弘
化
元
年
正
月
の
場
合
、
葛
房
は
一
五
日
に
芝
葛
雅
、
窪
近
繁
と
と

も
に
南
都
を
出
立
、
途
中
、
玉
水
（
京
都
府
綴
喜
郡
）
や
長
池
（
京
都

府
城
陽
市
）
で
休
憩
し
な
が
ら
、
小
倉
か
ら
巨
椋
池
を
渡
る
沼
舟
に

乗
船
し
た
。
途
中
で
日
暮
と
な
り
、
伏
見
の
豊
後
橋
の
宇
治
屋
に
一

泊
し
て
、
翌
日
、
御
所
の
東
側
、
荒
神
口
付
近
の
辻
伯
耆
守
近
信
宅

（
百
万
遍
屋
敷
の
一
画
）
に
着
い
た
。
一
六
日
の
夜
か
ら
参
内
し
て
踏

歌
節
会
に
勤
仕
し
た
後
、
次
の
二
二
日
の
舞
御
覧
ま
で
し
ば
ら
く
間

が
あ
っ
た
た
め
、
舞
楽
の
稽
古
、
在
京
の
親
戚
廻
り
、「
下
辺
」
へ

の
買
物
等
を
行
っ
た
。
二
二
日
の
舞
御
覧
が
終
っ
た
翌
日
、
二
三
日

卯
刻
、
京
都
の
近
信
亭
を
葛
雅
と
と
も
に
出
立
、
途
中
、
大
仏
（
方

広
寺
）
前
で
窪
近
繁
と
合
流
、
三
人
で
下
向
し
た
。
小
倉
で
乗
船
、

長
池
で
中
食
、
そ
こ
か
ら
三
人
で
駕
篭
に
乗
り
、
酉
刻
帰
宅
し
た
。

②
三
方
及
第
の
練
習
と
本
番

　

三
方
及
第
（
御
用
会
と
も
い
う
）
は
楽
人
の
技
量
認
定
の
た
め
の
試

験
で
、
三
年
ご
と
に
開
か
れ
る
（
（（
（

。
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
が
初
回

で
、最
後
の
及
第
会
は
慶
応
四
年
＝
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
で
あ
っ

た
。
壱
越
、
平
調
、
双
調
、
黄
鐘
、
盤
渉
、
太
食
の
六
調
子
の
楽
曲

各
五
〜
七
曲
を
課
題
曲
に
、
調
子
ご
と
に
日
を
改
め
、
三
方
の
受
験

者
の
管
楽
器
の
技
量
が
審
査
さ
れ
る
。
審
査
員
は
三
方
か
ら
八
名
ず

つ
出
て
、
公
平
を
期
す
た
め
、
自
分
の
地
域
の
受
験
者
の
採
点
は
行

わ
な
い
。
投
票
は
「
入
札
」
と
い
い
、
受
験
者
一
人
に
つ
き
、
満
票

が
一
六
票
と
な
る
。
過
半
数
票
を
獲
得
す
る
と
合
格
と
な
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
試
験
は
笙
、
篳
篥
、
笛
の
一
管
通
り
に
太
鼓
、
鞨
鼓
を
加

え
た
形
式
で
行
わ
れ
た
。「
新
入
」
の
者
が
試
験
に
受
か
る
と
「
中

芸
」、
中
芸
の
者
が
さ
ら
に
試
験
に
受
か
る
と
「
上
芸
」
に
昇
進
す

る
。
及
第
す
る
と
「
中
芸
料
」「
上
芸
料
」
と
い
う
技
能
給
が
も
ら

え
る
（
（（
（

。
葛
房
は
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
に
笛
で
「
新
入
」
と
し

て
初
め
て
受
験
し
、
一
一
票
を
獲
得
し
て
中
芸
に
昇
進
し
た
。
次
の

嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
三
方
及
第
で
は
中
芸
か
ら
上
芸
に
昇
進

し
た
（
一
一
票
獲
得
）。
ち
な
み
に
、
葛
房
は
初
受
験
の
三
年
前
、
天

保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
八
月
の
及
第
会
（
双
調
と
黄
鐘
調
の
分
）
を
、

わ
ざ
わ
ざ
上
京
し
て
見
学
し
て
い
る
。
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③
氷
室
神
社
、
春
日
神
社
、
東
大
寺
等
の
恒
例
行
事

　

氷
室
神
社
は
、
狛
氏
全
体
の
氏
神
で
あ
る
と
同
時
に
、
南
都
楽
所

の
本
拠
地
で
あ
る
。
楽
人
の
大
神
氏
（
中
、
喜
多
、
乾
、
西
京
、
井
上

な
ど
に
分
家
）
が
そ
の
神
主
を
勤
め
て
い
た
。
ま
た
、
春
日
大
社
は

藤
原
氏
の
氏
神
で
あ
り
、
古
来
よ
り
朝
廷
の
崇
敬
も
篤
い
大
き
な
社

で
あ
る
。
南
都
の
楽
人
は
、
こ
の
二
社
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
毎

月
一
日
、
一
一
日
、
二
一
日
に
は
両
社
に
欠
か
さ
ず
社
参
し
、
神
供

奏
楽
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
旬
之
儀
」「
旬
祭
」
な
ど
と
呼
ん

で
い
る
。

　

氷
室
神
社
は
南
都
楽
所
庇
護
の
神
社
で
あ
り
、
こ
の
神
社
に
一
﨟

所
と
い
う
機
関
を
置
き
、
南
都
楽
人
の
管
理
一
般
を
行
っ
て
い
た
。

ま
た
、
蔵
で
楽
器
や
装
束
な
ど
も
保
管
し
て
い
た
。
そ
の
氷
室
社
の

最
大
の
祭
礼
が
九
月
一
日
、
二
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
盛
大
な
舞

楽
会
・
氷
室
祭
で
あ
る
。
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
演
目
と
配
役

は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
傍
線
は
在
京
楽
人
で
、
行
事
の
た
め
に
南

都
に
下
向
し
た
者
を
表
す
（［　

］
内
は
原
文
割
り
書
き
）。

九
月
一
日

　

奉�

幤　
［
神
主
］
喜
多
是
羪　

伝
供
［
一
越
調
々
子
］
十
天

楽
［
左
右
同
音
］

　

御
馬
走

　

東
遊 

［
西
京
是
陽　

中
秀
暁　

藤
井
国
寧　

後
藤
国
典
］ 　

　
　

陪
従
［
多
忠
誠　

窪
近
俊　

上
眞
節
］

　

萬
歳
楽
［
奥
好
学　

奥
好
文　

久
保
光
張　

芝
葛
忠
］

　

延�

喜
楽
［
窪
近
廣
［
補
］　

喜
多
是
羪　

中
章
愛　

喜
多
是

喬
］

　

賀
殿
［
同
人
］

　

登
天
楽
［
同
人
］

　

陵
王
［
窪
近
廣
］

　

納
曽
利
［
中
章
愛
］

　
　

退
出　

長
慶
子

　

左
右
管
方
［
両
楽
屋
也
］

　
　

笙　
　

辻
則
賢　

辻
近
陳　

東
友
秋

　
　

篳
篥　

窪
近
繁　

窪
近
俊　

久
保
光
亨

　
　

笛　
　

上
近
済　

芝
葛
房　

芝
葛
高　

上
真
節

　
　

鞨
鼓　

�

奥
好
古　

三
鼓　

辻
近
敦　

太
鼓　

藤
井
国
福　

藤
井
国
寧

　
　

鉦
鼓　

後
藤
国
典

九
月
二
日

　

先�

小
乱
声　

伝
供
［
一
越
調
調
子
］
十
天
楽
［
左
右
同
音
］

　

振
鉾
［
三
節
］　

喜
多
是
羪　

芝
葛
忠

　

萬
歳
楽
［
久
保
光
張　

芝
葛
忠　

窪
近
廣　

東
友
秋
］

　

延
喜
楽
［
喜
多
是
羪　

中
章
愛　

喜
多
是
喬
］

　

散
手
［
久
保
光
張
］
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貴
徳
［
中
章
愛
］

　

央
宮
楽
［
芝
葛
忠　

上
真
節　

東
友
秋　

久
保
光
張
］

　

新
靺
鞨
［
喜
多
是
羪　

中
章
愛
］

　

春
庭
花
［
久
保
光
張　

芝
葛
房　

芝
葛
高　

奥
好
学
］

　

林
歌
［
同
人
］

　

陵
王
［
窪
近
廣
］　　

　

納
曽
利
［
中
章
愛
］

　
　

下
り
楽　

胡
飲
酒　
　

退
出　
［
太
食
調
々
子
］
長
慶
子

　

左
右
管
方

　
　

笙　
　
［
左
音
頭
］
辻
則
賢　
［
右
音
頭
］
辻
近
陳　

　
　

篳�

篥　
［
左
音
頭
］
窪
近
繁　
［
右
音
頭
］
窪
近
俊　

久
保

光
亨

　
　

笛　
　
［
左
音
頭
］
奥
好
文　
［
右
音
頭
］
上
近
済　

　
　

鞨�

鼓 

奥
好
古　

三
鼓 

辻
近
敦　

太
鼓 

藤
井
国
福　

藤
井

国
寧　

鉦
鼓 

後
藤
国
典

　

一
日
目
（
九
月
一
日
）
は
、
奉
幤
、
伝
供
、
御
馬
走
、
東
遊
が
あ

り
、
神
事
の
性
質
が
よ
り
強
い
。
舞
楽
は
左
舞
〈
萬
歳
楽
〉〈
賀
殿
〉

〈
陵
王
〉、
右
舞
〈
延
喜
楽
〉〈
登
天
楽
〉〈
納
曽
利
〉
の
三
番
（
計
六

曲
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
日
目
は
、
奉
幤
、
御
馬
走
、〈
東

遊
〉
は
無
く
、
そ
の
代
わ
り
、
舞
楽
の
演
目
が
五
番
（
計
一
〇
曲
）

に
増
え
て
い
る
。

　

楽
人
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
と
、
傍
線
を
付
し
た
上
、
辻
、
奥
、
窪

（
久
保
）
な
ど
京
都
在
住
の
楽
人
も
下
向
し
て
勤
仕
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
逆
に
、
宮
中
行
事
に
は
ほ
と
ん
ど
顔
が
見
え
な
い
東

（
狛
氏
）、
中
、
喜
多
（
大
神
氏
）、
藤
井
、
後
藤
（
玉
手
氏
）
な
ど
の

南
都
の
楽
家
が
多
数
見
え
る
。
特
に
大
神
氏
は
右
舞
や
東
遊
の
舞
人

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
京
都
の
近
郊
の
神
社

の
東
遊
は
狛
氏
か
ら
舞
人
を
出
す
が
、
南
都
の
東
遊
で
は
、
大
神
氏
、

玉
手
氏
が
舞
人
を
出
し
て
い
る
。
東
遊
の
陪
従
の
中
に
京
都
方
の
多

忠
誠
の
名
が
見
え
る
の
は
、
東
遊
の
和
琴
演
奏
が
多
氏
の
独
占
伝
承

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
管
方
を
見
る
と
、
全
体
の
人
数
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
い
た
め
、
左
右
の
舞
楽
を
ど
ち
ら
も
全
員
で
演
奏
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
九
月
二
日
の
記
述
に
あ
る
通
り
、
音
頭

（
管
楽
器
の
主
奏
者
）
は
左
舞
と
右
舞
で
分
担
し
た
よ
う
で
あ
る
（
（（
（

。

　

さ
て
、
春
日
大
社
の
祭
で
は
、
二
月
と
一
一
月
の
年
に
二
回
行
わ

れ
る
春
日
祭
と
、
一
一
月
に
行
わ
れ
る
春
日
若
宮
お
ん
祭
が
特
に
重

要
で
あ
る
。
お
ん
祭
は
雅
楽
以
外
に
も
多
様
な
芸
能
を
含
む
一
大
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
だ
が
、
雅
楽
の
楽
人
に
と
っ
て
も
氷
室
祭
と
並
ん
で
重

要
な
行
事
で
あ
っ
た
。
葛
房
は
、
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
お
ん

祭
の
中
心
部
分
・
御
旅
所
祭
の
演
目
と
演
者
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
（
（（
（

（
一
一
月
二
七
日
条
）。
傍
線
は
在
京
の
楽
人
で
あ
る
。

奉�
幤　
［
日
使
葛
鎮
代
］
葛
忠　
［
祓
詞
若
宮
神
主
］
千
鳥
三
位

祐
成

伝
供　
［
壱
越
調
調
子
］
十
天
楽　

左
右
奏
ス
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御
馬
走

東
遊　
［
喜
多
是
喬　

中
章
愛　

中
秀
暁　

喜
多
是
陽
］ 

　

�
陪
従
［
哥
］
多
忠
誠　
［
篳
父
代
］
久
保
光
張　
［
笛
父
代
］

上
眞
節

萬
歳
楽
［
芝
葛
忠　

奥
好
学　

東
友
秋　

辻
近
陳
］

延
喜
楽
［
窪
近
廣　

喜
多
是
羪　

中
章
愛　

喜
多
是
喬
］

賀
殿
［
同
人
］　　

地
久
［
同
人
］

陵
王
［
辻
近
陳
］　

納
曽
利
［
中
章
愛
］

散
手
［
奥
好
学
］　

貴
徳
［
喜
多
是
羪
］

　

相�

撲
立
合　
［
中
章
愛
］　

藤
井
国
福　

藤
井
国
寧　

後
藤
国

典

抜
頭
［
予
］　　
　

落
蹲
［
喜
多
是
羪　

中
章
愛
］

左
右
管
方

　

笙　
　
［
左
音
頭
］
辻
則
賢　
［
右
音
頭
］
東
友
秋

　

篳�

篥　

�

窪
近
習　

窪
近
繁　
［
左
音
頭
］
窪
近
俊　

久
保
光

亨　
［
右
音
頭
］
久
保
光
張

　

笛�　
　

�

上
近
興　
　
［
右
音
頭
］
予
（
芝
葛
房
）［
左
音
頭
］

上
真
節

　

鞨
鼓　

奥
好
古　

三
鼓　

辻
近
敦　

　

太
鼓　

藤
井
国
福　

藤
井
国
寧　

鉦
鼓　

後
藤
国
典　

　

氷
室
祭
と
似
た
構
成
で
、
奉
幤
、
伝
供
、
走
馬
、
東
遊
が
あ
っ
た

後
、
舞
楽
が
あ
る
。
参
加
者
に
つ
い
て
も
、
氷
室
祭
と
同
様
、
在
京

楽
人
が
南
都
に
下
向
し
て
勤
仕
し
て
い
る
。
左
舞
は
狛
氏
、
右
舞
と

東
遊
は
大
神
氏
が
演
じ
て
い
る
。

　

な
お
こ
の
他
、
南
都
で
幕
末
ま
で
保
た
れ
た
珍
し
い
演
目
と
し
て

伎
楽
を
紹
介
す
る
。
伎
楽
（
古
記
録
で
は
「
妓
楽
」
と
も
）
は
、
七
世

紀
に
百
済
人
の
味
摩
之
が
大
和
の
桜
井
で
少
年
た
ち
に
教
習
し
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
る
仮
面
無
言
劇
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
楽
書
『
教

訓
抄
（
（（
（

』
巻
第
四
「
妓
楽
」
に
よ
れ
は
、
治
道
、
獅
子
児
、
獅
子
、
大

孤
父
、
大
孤
児
、
呉
王
、
呉
女
、
迦
楼
羅
、
婆
羅
門
、
金
剛
・
力
士
、

崑
崙
、
酔
胡
王
、
酔
胡
従
な
ど
多
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
、

笛
、
鉦
（
銅
拍
子
）、
呉
鼓
の
伴
奏
で
無
言
劇
を
演
じ
た
。
奈
良
時
代
、

平
安
時
代
に
は
諸
寺
の
法
会
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
鎌
倉
時
代
以

降
の
歴
史
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
南
都
で
は
幕
末
ま
で
細
々
と
東
大

寺
や
興
福
寺
の
仏
生
会
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
葛
房
日
記

に
は
、
四
月
八
日
の
東
大
寺
仏
生
会
の
伎
楽
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
。
大
衆
出
仕
（
諸
僧
入
場
）
の
時
に
笛
の
〈
乱
声
〉、
法
会
の
進
行

を
司
る
導
師
が
高
座
に
登
る
時
〈
三
台
急
〉、
諸
僧
が
散
華
行
道
す

る
時
に
〈
抜
頭
〉
が
演
奏
さ
れ
る
。
さ
ら
に
錫
杖
が
唱
え
ら
れ
、
笛

の
伴
奏
で
伎
楽
の
道
行
と
な
る
。
最
後
に
導
師
が
高
座
か
ら
降
り
る

時
に
〈
長
慶
子
〉
が
演
奏
さ
れ
る
。
嘉
永
三
年
の
当
日
の
配
役
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

妓
楽
方　

笛
：
上
近
興　

　
　
　
　

舞
：
喜
多
是
羪　

中
章
愛　

藤
井
国
福　

藤
井
国
寧
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附
楽
方　

鞨
鼓
：
窪
近
繁　

笛
：
予
（
芝
葛
房
）

　
　
　
　

篳
：
久
保
光
亨　

笙
：
東
友
秋

　
　
　
　

楽
頭
代
：
窪
近
廣　

藤
井
国
福　

後
藤
国
典

　

右
の
記
述
か
ら
、
多
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
奈
良
、
平

安
時
代
の
面
影
は
す
で
に
失
わ
れ
、
笛
の
伴
奏
で
舞
人
が
道
行
を
す

る
簡
素
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
参
勤
の
人
数
は
少
な
い
が
、

や
は
り
、
在
京
楽
人
の
上
近
興
（
（（
（

が
南
都
下
向
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
東
大
寺
の
修
正
会
の
奏
楽
、
二

月
堂
の
二
月
一
八
日
、
五
月
一
八
日
、
九
月
一
八
日
（
観
音
縁
日
）

の
奏
楽
が
あ
り
、
手
向
山
八
幡
の
三
月
一
五
日
の
太
々
神
楽
に
も
附

楽
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
小
規
模
な
奏
楽
は
在
南
の
楽
人
が
出
勤
し

て
行
っ
た
。

④
興
福
寺
大
乗
院
、一
乗
院
、山
村
御
殿
等
に
お
け
る
楽
会

　

興
福
寺
大
乗
院
や
山
村
御
殿
（
円
照
寺
）
等
に
お
け
る
楽
会
は
、

南
都
に
お
け
る
、
楽
人
よ
り
高
位
の
身
分
の
権
力
者
に
よ
っ
て
催
さ

れ
る
私
的
な
演
奏
会
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
祭
祀
や
法
会
等
の
儀
式

の
た
め
の
奏
楽
、
舞
楽
で
は
な
く
、
貴
人
が
雅
楽
を
演
奏
し
、
楽
し

む
こ
と
に
目
的
が
あ
る
。
今
日
で
言
え
ば
、
さ
し
ず
め
裕
福
な
知
識

人
層
が
開
く
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
在
南

楽
人
が
数
名
勤
仕
し
て
助
演
し
た
。

　

興
福
寺
大
乗
院
は
、
一
乗
院
と
並
ん
で
興
福
寺
中
最
も
勢
力
の
あ

る
塔
頭
で
あ
る
。
中
世
に
比
べ
れ
ば
見
る
影
も
な
い
と
は
い
え
、
幕

末
ま
で
九
一
四
石
の
勢
力
を
保
っ
て
い
た
。
門
跡
は
だ
い
た
い
五
摂

家
か
ら
迎
え
、
葛
房
の
頃
は
、
隆
範
（
鷹
司
輔
平
男
、
一
七
七
七
〜
一

八
二
九
）、
隆
実
（
鷹
司
政
熈
男
、
一
七
九
一
〜
一
八
三
二
）、
隆
温
（
二

条
治
孝
男
、
一
八
一
一
〜
一
八
七
五
）
と
続
い
た
。
葛
房
日
記
に
は
、

「
光
明
寺
殿
」、「
大
門
様
」
な
ど
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
大

乗
院
の
楽
会
は
、
そ
の
時
々
の
大
門
様
が
音
楽
好
き
か
ど
う
か
に

よ
っ
て
頻
度
が
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
葛
房
若
年
の
折
の
大
門
様
・

隆
範
大
僧
正
は
音
楽
好
き
で
、
し
ば
し
ば
楽
人
を
召
し
て
演
奏
さ
せ
、

自
ら
も
演
奏
し
た
。
葛
房
日
記
、
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
を
見

る
と
、
二
月
二
六
日
「
光
明
寺
様
御
楽
」
に
参
上
し
黄
鐘
調
の
数
曲

演
奏
、
八
月
三
日
、
光
明
寺
様
が
成
田
家
に
御
成
に
な
り
、
そ
こ
で

楽
を
五
曲
演
奏
、
九
月
一
六
日
、
光
明
寺
殿
で
盤
渉
調
を
数
曲
演
奏
、

一
一
月
三
日
、
光
明
寺
様
が
西
大
寺
に
参
詣
し
、
そ
こ
で
壱
越
調
を

数
曲
演
奏
し
た
由
が
見
え
る
。
さ
ら
に
文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年

の
葛
房
日
記
に
よ
る
と
、
一
月
九
日
、
一
月
一
〇
日
、
三
月
二
七
日
、

四
月
一
五
日
、
五
月
七
日
、
五
月
二
五
日
に
大
乗
院
に
参
殿
し
、
奏

楽
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一
月
一
〇
日
の
年
頭
の
御
楽
始
に
は
、

大
乗
院
殿
へ
御
楽
始
ニ
参
殿
ス
。
内
之
御
殿
ニ
而
待
合
ス
。
次

第
有
テ
各
相
残
御
楽
初
ル
。
目
録　

平
調
々
子
、
萬
歳
楽
、
三

台
急
［
友
連
、
近
繁
、
葛
雅
］、
春
楊
柳
［
友
連
、
光
亨
、
葛

永
］、
陪
臚
残
楽
［
若
様
、
近
繁
、
葛
元
］　

慶
徳
［
若
様
、
光
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亨
、
予
］。

篳
近
章
、
琵
琶　

御
、
渡
邊
薩
摩
介
、
鞨
鼓
光
尚
、
太
鼓
葛
永
、

笙
友
連
、
篳
近
繁
、
光
亨
、
笛
葛
雅
、
葛
元
、
予
。

右
相
済
雑
煮
頂
戴
ス
。
暫
有
テ
御
酒
数
献
。
肴
五
種
。
御
料
□

一
□
三
升
頂
戴
ス
。
夫
ヨ
リ
光
尚
、
友
連
、
予
、
光
亨
、
御
前

へ
被
召
、
御
酒
頂
戴
シ
楽
六
、
七
曲
吹
。
亥
半
刻
退
出
ス
。
外

衆
ハ
先
刻
退
出
也
。　
　
（［　

］
原
文
割
り
書
き
、
傍
線
寺
内
補
）

と
あ
る
。
葛
房
の
他
、
東
友
連
、
久
保
光
尚
、
久
保
光
亨
、
窪
近
繁
、

窪
近
章
、
芝
葛
永
、
芝
葛
元
、
芝
葛
雅
が
参
殿
し
た
。
大
門
様
自
ら

琵
琶
を
弾
い
て
い
る
（
傍
線
部
）。
葛
房
日
記
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）

年
三
月
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
隆
範
大
僧
正
は
、
葛
房
の
祖
父
・
葛
宗

（
一
七
三
五
〜
一
七
九
六
）
の
笛
の
門
弟
で
「
御
器
用
」
で
あ
っ
た
と

い
う
。「
若
様
」
は
別
の
箇
所
で
は
「
知
君
」
と
し
て
も
登
場
し
、

大
門
様
の
附
弟
と
思
わ
れ
る
。
知
君
は
笙
を
演
奏
し
た
（
た
と
え
ば
、

文
政
一
二
年
三
月
二
七
日
条
）。
こ
の
よ
う
な
楽
会
は
、
だ
い
た
い
酒

と
食
事
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

　

一
乗
院
で
の
合
奏
記
録
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
天
保
五
（
一
八
三

四
）
年
六
月
七
日
条
に
よ
る
と
、
葛
房
と
葛
雅
は
、
夕
飯
の
後
参
殿

し
、
一
乗
院
と
直
に
対
面
、〈
平
調
音
取
〉〈
萬
歳
楽
〉〈
甘
州
〉〈
春

楊
柳
〉〈
林
哥
〉〈
長
慶
子
〉
を
皆
で
合
奏
し
た
。
一
乗
院
の
宮
が
自

ら
笛
を
吹
き
、
太
鼓
は
葛
雅
、
篳
篥
は
近
繁
、
葛
房
と
千
鳥
筑
後
守

（
春
日
若
宮
神
主
、
葛
房
の
笛
の
門
弟
）
が
笛
を
吹
い
た
。
こ
の
時
の

「
一
乗
院
宮
」
は
伏
見
宮
貞
敬
親
王
の
王
子
・
尊
常
（
一
八
一
八
〜
一

八
三
六
）
と
思
わ
れ
る
。
尊
常
の
次
の
一
門
様
は
、
伏
見
宮
邦
家
親

王
の
王
子
・
尊
応
（
一
八
二
四
〜
一
八
九
一
）
で
あ
る
。
尊
応
は
、
嘉

永
五
年
（
一
八
五
二
）
年
に
京
都
粟
田
口
の
青
蓮
院
門
跡
と
な
り
、

名
を
尊
融
と
改
め
る
（
（（
（

。
在
京
・
東
儀
文
均
の
日
記
に
は
「
青
蓮
院

宮
」
と
し
て
盛
ん
に
登
場
す
る
。
尊
応
（
尊
融
）
は
雅
楽
を
大
変
好

み
、
楽
会
を
よ
く
催
し
て
自
ら
演
奏
し
た
ほ
か
、
楽
人
に
楽
譜
を
撰

述
さ
せ
た
。

　

一
方
、
山
村
御
殿
円
照
寺
は
、
皇
女
が
住
持
と
な
る
尼
門
跡
寺
院

で
あ
る
。
江
戸
初
期
、
後
水
尾
天
皇
の
皇
女
・
文
智
女
王
の
時
開
か

れ
（
寛
永
一
八=

一
六
四
一
年
）、
も
と
は
京
都
の
修
学
院
離
宮
の
地

に
あ
っ
た
が
、
修
学
院
離
宮
の
造
営
に
伴
い
奈
良
の
八
島
町
に
移
転
、

さ
ら
に
、
そ
の
近
く
の
現
在
地
（
奈
良
市
山
町
）
に
移
転
し
た
。
奈

良
市
中
か
ら
南
へ
五
、
六
キ
ロ
の
場
所
で
あ
る
。

　

葛
房
日
記
に
出
て
く
る
、
一
九
世
紀
前
半
の
山
村
御
殿
・
円
照
寺

宮
は
、
有
栖
川
宮
織
仁
親
王
の
娘
で
、
光
格
天
皇
養
子
と
な
り
、
円

照
寺
に
入
っ
た
大
機
文
成
尼
（
一
七
八
七
〜
一
八
四
六
）
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
宮
も
楽
を
好
ま
れ
た
よ
う
で
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
六
月

二
二
日
に
亡
く
な
る
ま
で
、
年
に
数
回
、
楽
人
を
召
し
て
、
楽
会
を

催
し
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
、
自
ら
、
箏
を
演
奏
し
て
い
る
記
録
も

あ
る
。弘

化
元
（
一
八
四
四
）
年
一
月
九
日
条
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平
調
音
取

　

三
台
急
［
章
遠　

近
繁　

予　

太
鼓
葛
高
］

　

春
楊
柳
［�

神
子
島
式
部
維
翰　

光
亨　

荒
木
主
計
勝
愛　

太

鼓　

予
］

　

合
歓
塩
［
維
翰　

近
繁　

乾
采
女
経
政　

太　

葛
忠
］

　

越
天
楽
［
残
り
楽
三
反
］［
章
遠　

近
繁　

葛
忠　

太　

高
］

　

林
哥
［
維
翰　

光
亨　

葛
高　

太　

予
］

　

陪
臚
［
章
遠　

泰
岩　

太　

高
］

　

慶
徳
［
章
遠　

近
繁　

予
］

　

箏　

御　

葛
雅　
［
助
音 

笛　

春
田
隼
人
有
常
］

（
傍
線
、
寺
内
補
）

　

右
の
合
奏
は
一
管
通
り
に
、
宮
の
御
所
作
の
箏
と
楽
人
に
よ
る
太

鼓
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
宮
に
仕
え
る
神
子
島
式
部
維
翰
、
乾
采

女
経
政
、
荒
木
主
計
勝
愛
、
春
田
隼
人
有
常
ら
も
楽
道
に
入
門
し
、

神
子
島
は
笙
、
荒
木
、
乾
、
春
田
の
三
人
は
笛
を
演
奏
し
た
。
ま
た
、

宮
に
仕
え
る
泰
岩
と
い
う
尼
僧
も
笛
を
演
奏
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
五
月
二
四
日
の
楽
会
で
は
、〈
平
調
音
取
〉〈
萬
歳

楽
〉〈
三
台
急
〉〈
林
哥
〉〈
倍
臚
〉〈
長
慶
子
〉
な
ど
が
演
奏
さ
れ
た

が
、
日
光
宮
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
太
鼓
の
「
御
打
始
」
と
し
て
、
宮
自

身
で
〈
三
台
急
〉、〈
林
哥
〉
な
ど
の
太
鼓
を
打
っ
て
い
る
。
章
遠
、

近
繁
、
葛
房
、
葛
雅
、
光
亨
、
葛
忠
が
参
上
し
、
や
は
り
、
神
子
島
、

乾
、
荒
木
、
春
田
、
泰
岩
尼
が
助
音
し
た
。

　

葛
房
ら
楽
人
は
御
前
で
演
奏
す
る
ほ
か
、
稽
古
も
す
る
。
正
月
の

挨
拶
な
ど
の
折
は
日
帰
り
で
帰
宅
す
る
が
、
奏
楽
の
折
は
、
酒
、
御

飯
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
多
く
の
場
合
、
一
泊
し
て
帰
宅
し
た
。

⑤
そ
の
他
の
寺
社
に
お
け
る
恒
例
、
臨
時
の
出
張
奏
楽

　

春
日
大
社
、
氷
室
神
社
、
東
大
寺
な
ど
の
他
、
市
内
、
あ
る
い
は
、

近
郊
の
寺
社
か
ら
の
儀
式
に
お
け
る
奏
楽
依
頼
は
多
か
っ
た
。
恒
例

だ
っ
た
の
は
、
光
明
皇
后
を
開
基
と
す
る
尼
寺
・
法
華
寺
の
六
月
七

日
の
お
会
式
奏
楽
で
あ
る
。
法
華
寺
に
は
太
鼓
が
無
か
っ
た
た
め
、

毎
年
、
当
日
早
朝
に
人
足
二
名
が
氷
室
神
社
の
一
﨟
所
に
出
向
き
、

氷
室
の
太
鼓
を
法
華
寺
ま
で
運
ん
で
法
会
の
附
楽
に
用
い
た
。
弘
化

元
（
一
八
四
四
）
年
六
月
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
附
楽
は
「
如
例
六
曲
」

で
、
笙
、
篳
篥
、
笛
、
太
鼓
各
一
名
の
小
編
成
だ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
臨
時
の
奏
楽
と
し
て
、
奈
良
市
中
の
寺
院
で
は
、
崇
徳

寺
（
大
豆
山
町
）、
常
徳
寺
（
北
向
町
）、
蓮
長
寺
（
油
阪
町
）、
法
徳
寺

（
十
輪
院
町
）、
称
名
寺
（
菖
蒲
池
町
）、
興
善
寺
（
（（
（

（
十
輪
院
畑
町
）
な
ど

の
演
奏
例
が
あ
る
。

　

ま
た
、
や
や
遠
く
、
宿
泊
を
伴
う
旅
程
の
も
の
は
、
法
隆
寺
（
斑

鳩
町
法
隆
寺
）、
高
山
村
の
阿
弥
陀
寺
（
生
駒
市
高
山
町
）、
郡
山
の
圓

融
寺
（
大
和
郡
山
市
矢
田
町
通
）、
郡
山
高
田
口
の
実
相
寺
（
大
和
郡
山

市
矢
田
町
通
）、
木
津
枝
村
の
西
教
寺
（
木
津
川
市
木
津
雲
村
）、
木
津

天
神
社
（
現
・
岡
田
国
神
社
か
、
木
津
川
市
木
津
大
谷
）、
内
山
永
久
寺
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（
天
理
市
杣
之
内
町
、
廃
寺
）、
橿
原
の
法
然
寺
（
橿
原
市
南
浦
町
）
な
ど

の
出
張
奏
楽
例
が
見
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
奏
楽
は
、
恒
例
と
い
う
よ
り
は
特
別
な
遠
忌
な
ど
の
臨

時
の
依
頼
が
多
い
。
蓮
長
寺
の
「
日
蓮
大
菩
薩
五
百
五
十
遠
忌
」

（
文
政
一
三
年
閏
三
月
二
日
）
や
、
法
徳
寺
の
「
聖
徳
大
師
遠
忌
」（
天

保
二
年
四
月
一
三
日
）、
内
山
永
久
寺
の
「
弘
法
大
師
一
千
年
忌
御
法
」

（
天
保
五
年
二
月
二
一
日
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
節
目
に
当
た
る

年
の
大
き
な
法
会
の
奏
楽
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑥
南
都
楽
家
の
行
事
〜
春
日
講

　

南
都
楽
人
が
春
日
大
社
を
深
く
信
仰
し
て
い
た
の
は
前
述
の
通
り

だ
が
、
楽
人
た
ち
は
、
毎
月
春
日
講
と
い
う
行
事
を
催
し
、
奏
楽
を

行
っ
て
い
た
。
春
日
講
は
月
ご
と
に
「
頭
役
」
を
決
め
、
だ
い
た
い

頭
役
の
自
宅
に
お
い
て
催
し
た
。
南
都
楽
家
の
行
事
な
の
で
、
在
京

南
都
方
の
楽
人
も
頭
役
に
な
る
が
、
実
質
的
に
は
在
南
の
楽
人
が
中

心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
月
ご
と
に
調
子
を
選
び
数
曲
演
奏
し
た
。

演
奏
の
後
に
は
、
簡
単
な
昼
食
も
し
く
は
夕
食
が
振
る
舞
わ
れ
た

（
一
汁
一
菜
、
酒
肴
三
種
程
度
）。
し
か
し
、
大
小
様
々
な
行
事
の
合
間

を
縫
っ
て
春
日
講
を
毎
月
催
す
の
は
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
比
較
的

行
事
が
少
な
い
時
期
を
選
ん
で
、
ま
と
め
て
執
行
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
の
葛
房
日
記
に
は
、

冒
頭
に
「
春
日
講
頭
役
之
次
第　

正
［
奉
行
光
尚
］　

二
［
無
寺
恩

近
満
］　

三
［
窪
家
近
義
］　

四
［
乾
］　

五
［
西
京
行
言
］　

六
［
芝

家
葛
房
］　

七
［
奥
家
好
古
］　

八
［
辻
家
則
是
］　

九
［
喜
多
是
羪
］　

十
［
中
章
遠
］　

十
一
［
上
家
近
興
］　

十
二
［
東
友
連
］」
と
あ
る

も
の
の
、
実
際
の
該
当
月
に
執
行
さ
れ
た
の
は
正
月
の
み
で
、
そ
の

他
は
一
一
月
と
一
二
月
に
ま
と
め
て
執
行
さ
れ
た
。
し
か
も
こ
の
年

は
諸
行
事
の
経
費
を
倹
約
す
べ
き
状
況
だ
っ
た
よ
う
で
、
葛
房
日
記

に
は
、「
春
日
講
一
ケ
度
ニ
付
、
南
鐐
一
斤
と
有
之
ト
テ
モ
八
匁
ニ

而
ハ
難
出
来
候
（
（（
（

故
、
当
年
之
処
ハ
両
度
分
一
席
ニ
経
営
ニ
作
旨
、

事
定
ス
」（
一
一
月
一
四
日
条
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
規
定
の
経
費
で

は
足
り
な
い
た
め
、
節
約
し
て
二
回
分
を
一
回
に
ま
と
め
て
行
う
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。
実
際
の
執
行
状
況
は
、

　

一
一
月
一
七
日　

�

芝
葛
房
亭　

六
月
分
（
黄
鐘
調
）
と
八
月
分
（
盤

渉
調
）

　
　
　

同
一
八
日　

�

芝
葛
元
亭　

一
一
月
分
（
太
食
調
）
と
七
月
分

（
壱
越
調
）

　

一
二
月
二
日　
　

�

窪
近
兄
亭　

三
月
分
（
平
調
）
と
二
月
分
（
双

調
）

　
　
　

同
三
日　
　

�

喜
多
是
羪
亭　

五
月
分
と
九
月
分
（
葛
房
所
労

欠
席
）

　
　
　

同
四
日　
　

�

中
章
遠
亭　

四
月
分
（
太
食
調
）
と
一
〇
月
分

（
一
越
調
）

と
、
年
末
に
集
中
し
て
い
る
。
春
日
講
の
よ
う
な
行
事
で
は
、
南
都
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在
住
で
、
日
頃
か
ら
も
っ
と
も
交
流
頻
度
が
高
い
楽
人
連
中
が
寄
り

合
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
、
在�
京
天
王
寺
方
楽
人
の
音
楽
活
動
の
場

―
東
儀
文
均
の
日
記
か
ら
―

　

在
京
天
王
寺
方
の
文
均
の
普
段
の
演
奏
活
動
は
基
本
的
に
在
京
楽

人
と
行
う
。
在
京
楽
人
に
は
京
都
方
だ
け
で
な
く
在
京
南
都
方
、
在

京
天
王
寺
方
の
楽
人
も
含
ま
れ
る
。
東
儀
文
均
自
身
が
そ
も
そ
も
在

京
天
王
寺
方
で
あ
る
。
た
だ
し
、
葛
房
の
場
合
と
同
様
、
奏
楽
を
行

う
行
事
に
は
規
模
の
点
で
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
参
集
す
る
楽
人
の
人
数
と
種
類
が
異
な
る
。
文
均
日
記
か
ら

知
ら
れ
る
年
中
行
事
は
細
か
く
見
る
と
年
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

お
お
よ
そ
、
①
大
規
模
な
宮
中
行
事
、
②
三
方
及
第
の
練
習
と
本
番
、

③
四
天
王
寺
聖
霊
会
、
④
堂
上
公
家
の
私
邸
に
お
け
る
楽
会
、
⑤
京

都
周
辺
の
寺
社
の
恒
例
、
臨
時
の
奏
楽
、
⑥
太
秦
氏
関
係
の
行
事
な

ど
に
分
け
ら
れ
る
。

①
大
規
模
な
宮
中
行
事

　

元
日
節
会
、
踏
歌
節
会
、
正
月
一
九
日
頃
の
舞
御
覧
な
ど
で
は
、

す
で
に
葛
房
日
記
で
紹
介
し
た
通
り
、
南
都
や
天
王
寺
在
住
の
楽
人

も
上
京
し
、
三
方
の
楽
人
が
揃
っ
て
宮
中
で
盛
大
に
舞
楽
を
披
露
す

る
。
大
規
模
な
宮
中
行
事
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
賀
茂
祭
、
北
野
臨

時
祭
、
祇
園
臨
時
祭
な
ど
、
京
都
近
郊
の
神
社
の
行
事
が
あ
る
。
朝

廷
か
ら
勅
使
と
東
遊
の
舞
人
、
陪
従
（
伴
奏
者
）、
勅
楽
の
楽
人
が
派

遣
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
平
安
時
代
に
生
ま
れ
た
行
事
で
あ
る
が
、
応

仁
の
乱
こ
ろ
か
ら
中
断
し
、
幕
末
に
公
武
合
体
の
機
運
に
の
っ
て
再

興
さ
れ
た
も
の
が
多
い
（
（（
（

。

②
三
方
及
第

　

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
楽
人
の
技
量
認
定
の
た
め
の
試
験
で
、
三

年
ご
と
に
開
か
れ
る
。
文
均
は
、
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
、
三

四
歳
の
時
受
験
し
、
中
芸
札
一
六
枚
（
満
票
）
を
獲
得
し
て
た
だ
ち

に
合
格
し
、
中
芸
に
昇
進
、
次
の
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
の
及
第

で
は
、
上
芸
札
一
一
枚
を
獲
得
し
て
昇
進
し
た
。

③
堂
上
公
家
の
私
邸
に
お
け
る
楽
会

　

四
辻
家
、
菊
亭
家
、
裏
辻
家
の
楽
会
や
西
園
寺
妙
音
天
講
、
な
ど

が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
都
に
お
け
る
大
乗
院
で
の
楽
会
な
ど
に
相

当
す
る
も
の
だ
が
、
こ
の
う
ち
特
に
四
辻
家
は
、
楽
人
の
活
動
を
統

括
す
る
上
司
に
当
た
る
存
在
「
楽
奉
行
」
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
楽

会
に
出
席
す
る
こ
と
は
名
誉
で
あ
る
と
同
時
に
、
京
都
の
楽
壇
で
地

位
を
築
く
た
め
に
は
不
可
欠
な
行
為
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
文
均
日
記
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
二
月
一
五
日
条
に

は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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午
剋
四
辻
殿
御
会
始
参
殿

平�
調
々
子　

萬
歳
楽　

皇
麞
急　

合
歓
塩
［
残
楽
三
反
］　

林

哥　

王
昭
君

箏�　

豊
岡
三
位
殿　

正
親
町
中
将
殿　

四
辻
中
将
殿　

四
辻
侍

従
殿　

葉
室
侍
従
殿

笙�　
　
［
残
楽
］
林
廣
範　

辻
近
信　

辻
則
賢　
［
音
頭
］
薗
廣

光　

多
久
住

篳�

篥　
［
残
楽
］
安
倍
季
随　

窪
近
俊　
［
音
頭
］
多
忠
惟　

予

（
東
儀
文
均
）

笛�　
　
［
音
頭
］
辻
高
挙　

上
近
興　

東
儀
如
壽　

多
忠
誠　

［
残
楽
］
多
忠
壽

鞨
鼓　

安
倍
季
良　
　

太
鼓　

多
好
古　
　

鉦
鼓　

安
倍
季
光

　

右
で
は
、
三
方
を
問
わ
ず
京
都
在
住
の
楽
人
が
参
加
し
て
い
る
。

堂
上
公
家
邸
の
楽
会
は
、
四
辻
な
ど
の
堂
上
公
家
数
名
が
主
に
絃
楽

器
を
、
地
下
楽
人
は
三
方
合
わ
せ
て
十
数
名
出
仕
し
、
管
楽
器
、
打

楽
器
を
演
奏
す
る
。
絃
楽
器
に
花
を
持
た
せ
る
「
残
楽
」
も
し
ば
し

ば
演
奏
さ
れ
た
。

　

妙
音
天
講
は
、
西
園
寺
家
で
行
わ
れ
る
妙
音
天
（
音
楽
の
神
と
さ

れ
る
）
を
祀
る
催
し
で
、
法
楽
と
し
て
奏
楽
を
奉
納
す
る
。
地
下
楽

人
は
三
方
を
問
わ
ず
在
京
の
も
の
数
名
が
参
加
し
、
助
演
す
る
。

④
四
天
王
寺
聖
霊
会

　

聖
霊
会
は
二
月
二
二
日
に
大
坂
四
天
王
寺
で
行
わ
れ
る
聖
徳
太
子

の
遺
徳
を
偲
ぶ
法
要
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
舞
楽
四
箇
法
要
の
形
式

を
よ
く
残
す
法
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
舞
楽
四
箇
法
要
と
は
、

唄
、
散
華
、
梵
音
、
錫
杖
の
四
種
類
の
声
明
の
合
間
に
数
々
の
舞
楽

を
上
演
す
る
法
要
の
形
式
を
指
す
。
太
秦
氏
は
、
聖
徳
太
子
に
仕
え

た
と
さ
れ
る
秦
河
勝
を
先
祖
に
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
太
子
や
河
勝

に
縁
の
寺
社
を
篤
く
信
仰
し
て
い
る
。
聖
霊
会
は
天
王
寺
方
一
方
で

行
わ
れ
、
在
京
の
者
は
泊
り
が
け
で
大
坂
ま
で
下
っ
て
参
加
す
る
。

　

京
都
か
ら
下
坂
す
る
場
合
は
、
伏
見
で
川
船
に
乗
船
、
淀
川
を
下

り
、
道
頓
堀
で
下
船
す
る
。
道
頓
堀
東
端
か
ら
四
天
王
寺
ま
で
は
約

二
キ
ロ
の
道
の
り
で
あ
る
。
文
均
日
記
に
よ
れ
ば
、
天
保
一
五
（
一

八
四
四
）
年
の
時
は
、
文
均
は
一
九
日
に
、
林
廣
済
、
林
廣
就
、
林

廣
金
（
廣
守
）、
林
廣
範
、
東
儀
季
誕
、
東
儀
季
熈
、
薗
廣
篤
、
東

儀
文
静
ら
在
京
天
王
寺
方
の
楽
人
と
同
船
し
て
大
坂
に
下
っ
た
。
戌

刻
、「
天
王
寺
み
こ
町
」
の
寿
福
院
（
現
・
天
王
寺
区
上
本
町
九
丁
目
）

に
文
静
と
と
も
に
到
着
、
宿
泊
し
て
い
る
。
二
〇
日
に
は
、
四
天
王

寺
に
参
詣
し
、
楽
人
仲
間
に
挨
拶
廻
り
、
二
一
日
は
習
礼
（
公
式
練

習
）、
二
二
日
に
聖
霊
会
で
演
奏
、
演
舞
し
て
い
る
。
四
天
王
寺
に

は
雅
楽
館
と
い
う
建
物
が
あ
り
、
そ
こ
が
楽
人
の
参
集
場
所
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
年
の
演
目
と
配
役
は
次
の
通
り
で
あ
る
（ 　
　

 

は
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文
均
と
同
船
し
て
下
坂
し
た
在
京
楽
人
、　　

は
そ
の
他
の
在
京
楽
人
）。

御
幸　
　

�［
頭
］
岡
昌
但　
［
権
］
東
儀
俊
壽　

薗
廣
光　

薗
廣

篤　

東
儀
彭
清　

東
儀
俊
鷹　

岡
昌
億　

岡
昌
好　

［
太
コ
］
東
儀
俊
里

　
　
　
　

�［
頭
］�

林
廣
済�　
［
権
］
林
廣
胖　

�

林
廣
就�　

林
廣
賢

�

東
儀
文
均�　

東
儀
文
秀　

大
神
景
典
（
（（
（
　

岡
倫
秀　

［
太
コ
］�
東
儀
文
静�

振
鉾　
　

岡
昌
但　

�
林
廣
済�

蘇
利
古　

�

林
廣
治　

東
儀
文
秀　

林
廣
輔　

�

東
儀
文
静�　

�

林
廣

金�

迦
陵
頻　

岡
昌
福

胡
蝶　
　

�

林
廣
金�

一
曲　
　

同
人
（
岡
昌
福　

�

林
廣
金�

）

　
　
　
　

��

薗
廣
篤�　

東
儀
俊
里　

岡
昌
好　
［
太
コ
］
東
儀
俊

鷹

　
　
　
　

�

林
廣
賢　

�

東
儀
文
静�　

岡
倫
秀　
［
太
コ
］
東
儀
文

均

萬
歳
楽　

俊
壽　

昌
但　

廣
光　

廣
名　

昌
福　

�

季
熈�

延
喜
楽　

��

林
廣
済�　

林
廣
胖　

薗
廣
名　

東
儀
文
秀　

�

東
儀
文

静�　

�

林
廣
金�

桃
李
花　

�

東
儀
俊
鷹　

東
儀
彭
清　

岡
倫
秀　

�

薗
廣
篤�　

岡
昌

福　

東
儀
俊
里

登
天
楽　

��

林
廣
就�　

林
廣
賢　

東
儀
文
秀　

林
廣
輔　

東
儀
文

静　

林
廣
金

　

入
調

安
摩　
　

東
儀
彭
清　

岡
倫
秀

太
平
楽　

薗
廣
邑　

東
儀
彭
清　

東
儀
俊
鷹　

岡
昌
好

狛
桙　
　

東
儀
文
秀　

林
廣
輔　

�

東
儀
文
静�　

�

林
廣
金�

喜
春
楽　

岡
昌
好　

薗
廣
邑　

東
儀
俊
里　

東
儀
俊
鷹

白
濱　
　

�

林
廣
就�　

林
廣
賢　

林
廣
輔　

�

東
儀
文
静�

陵
王　
　

薗
廣
名

納
曽
利　
［
童
舞
］　�

林
廣
金�

甘
州　
　

�

薗
廣
邑　

岡
昌
億　

岡
倫
秀　

東
儀
俊
鷹　

岡
昌
福

�

東
儀
季
熈�

林
歌　
　

林
廣
治　

林
廣
賢　

東
儀
文
秀　

�

東
儀
文
静�

還
城
楽　
［
童
舞
］　�

東
儀
季
熈�

抜
頭　
　

薗
廣
名

蘇
莫
者　

�

薗
廣
篤�

［
音
頭　

岡
昌
好
］

八
仙　
　

�

林
廣
範�　

�

林
廣
就�　

林
廣
賢　

東
儀
文
秀

賀
殿　
　

東
儀
彭
清　

東
儀
俊
壽　

東
儀
俊
里　

薗
廣
篤

地
久　
　

�

林
廣
範�　

�

林
廣
就�　

東
儀
文
秀　

�

東
儀
文
静�

陪
臚　
　

岡
昌
好　

�

東
儀
文
均�　

�

薗
廣
篤�　

林
廣
輔

獅
子　
　

岡
倫
秀　
［
三
鼓
］ �

林
廣
済�　
［
太
コ
］ 

林
廣
賢
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右
之
外　

�

薗
廣
孟　

東
儀�

季
誕�　

大
神
景
典　

大
神
景
繁　

出

席

　

聖
霊
会
冒
頭
の
「
御
幸
」
と
は
、
聖
徳
太
子
の
御
霊
と
仏
舎
利
を

神
輿
に
乗
せ
て
六
時
堂
ま
で
お
連
れ
す
る
行
道
の
部
分
で
、
楽
人
も

歩
き
な
が
ら
奏
楽
す
る
。
続
い
て
舞
台
上
を
浄
め
る
〈
振
鉾
〉
が
あ

り
、〈
蘇
利
古
〉
か
ら
〈
胡
蝶
〉
ま
で
は
供
物
を
捧
げ
る
「
供
養
法

要
部
」
で
あ
る
。〈
一
曲
〉
か
ら
〈
登
天
楽
〉
ま
で
は
四
箇
法
要
部

と
呼
ば
れ
る
部
分
で
あ
る
。〈
一
曲
〉
は
僧
侶
が
散
華
を
唱
え
る
間

に
行
う
大
行
道
で
奏
さ
れ
る
楽
曲
で
、
楽
人
も
二
列
に
な
っ
て
、
奏

楽
し
な
が
ら
行
道
す
る
。
行
列
の
先
頭
の
楽
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鶏
婁

鼓
と
一
鼓
を
持
つ
。
こ
こ
で
は
、〈
迦
陵
頻
〉
と
〈
胡
蝶
〉
を
舞
っ

た
岡
昌
福
と
林
廣
金
が
鶏
婁
鼓
と
一
鼓
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。〈
安
摩
〉
以
下
は
、「
入
調
」
と
呼
ば
れ
る
、
法
要
の
主

要
部
が
終
了
し
た
後
の
法
楽
の
部
分
で
、
多
彩
な
舞
楽
が
演
じ
ら
れ

る
。

⑤
京
都
周
辺
の
寺
社
の
恒
例
、
臨
時
の
奏
楽

　

依
頼
が
あ
り
、
日
時
の
都
合
が
つ
け
ば
請
け
負
う
奏
楽
で
あ
る
。

半
ば
恒
例
化
し
て
い
る
も
の
に
、
毎
年
一
一
月
下
旬
の
本
願
寺
の
逮

夜
法
要
や
一
月
の
因
幡
堂
の
高
倉
院
尊
儀
が
あ
っ
た
。
三
方
を
問
わ

ず
、
在
京
楽
人
五
〜
一
〇
名
程
度
が
出
張
し
、
奏
楽
を
行
っ
た
。
そ

の
他
、
臨
時
の
も
の
と
し
て
、
梶
井
宮
鎮
守
稲
荷
社
の
奏
楽
や
、
花

園
妙
心
寺
の
花
園
天
皇
の
忌
日
法
要
の
奏
楽
、
吉
田
神
社
千
返
楽
な

ど
多
様
な
奏
楽
例
が
文
均
日
記
に
は
見
え
る
。

⑥
太
秦
氏
関
係
の
行
事

　

先
に
述
べ
た
、
四
天
王
寺
聖
霊
会
が
最
も
盛
大
な
も
の
だ
が
、
そ

れ
以
外
に
、
京
都
太
秦
の
廣
隆
寺
も
天
王
寺
楽
人
に
関
係
の
深
い
寺

だ
っ
た
。
文
均
日
記
に
は
、
雅
楽
を
伴
う
廣
隆
寺
の
行
事
と
し
て
、

二
月
三
日
の
大
花
講
、
三
月
一
二
日
の
法
会
、
八
月
二
二
日
の
舎
利

会
な
ど
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
参
加
す
る
の
は
、
も
っ
ぱ

ら
在
京
の
天
王
寺
方
楽
人
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
奏
楽
の
み
だ
が
、

三
月
一
二
日
の
法
会
に
は
稀
に
舞
楽
が
演
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

舞
楽
の
場
合
は
二
〇
人
程
度
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
天
王
寺
方

の
小
規
模
な
行
事
と
し
て
は
、
太
子
講
（
毎
月
二
二
日
）、
大
花
講

（
毎
月
三
日
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
在
京
の
天
王
寺
方
楽
人
が
持
ち

回
り
で
自
宅
を
会
場
に
提
供
し
、
管
絃
を
五
曲
程
度
奉
納
す
る
催
し

で
あ
る
。
南
都
の
春
日
講
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
ち

ら
も
南
都
の
春
日
講
と
同
様
、
毎
月
、
定
日
に
施
行
す
る
の
は
難
し

く
、
行
わ
れ
な
い
月
も
散
見
さ
れ
る
。

三
、
楽
壇
と
い
う
観
点
か
ら

　

以
上
、
葛
房
と
文
均
の
日
記
か
ら
、
一
九
世
紀
前
半
の
奈
良
と
京

都
の
行
事
の
種
類
と
参
加
楽
人
を
考
察
し
た
。
こ
れ
を
楽
壇
と
い
う
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観
点
か
ら
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
父
祖
の
地
・
南
都
在
住
の
芝
葛
房
の
場
合
、
状
況
は
比
較

的
単
純
で
、
上
京
し
て
行
う
①
大
規
模
な
宮
中
行
事
と
②
三
方
及
第

は
、
三
方
の
楽
人
合
同
で
演
奏
す
る
。
そ
れ
以
外
の
南
都
で
の
行
事
、

③
氷
室
神
社
、
春
日
神
社
等
に
お
け
る
恒
例
行
事
、
④
門
跡
の
楽
会
、

⑤
そ
の
他
の
出
張
奏
楽
、
⑥
南
都
楽
家
の
春
日
講
等
は
、
す
べ
て
南

都
方
だ
け
で
行
う
。
こ
の
う
ち
、
③
は
在
京
＋
在
南
の
南
都
方
一
方

で
、
④
〜
⑥
は
、
日
頃
か
ら
顔
を
会
わ
せ
る
、
も
っ
と
も
親
密
な
在

南
の
楽
人
連
中
で

の
奏
楽
と
な
る（
表

2
の
太
枠
で
囲
っ
た

部
分
）。

　

在
京
天
王
寺
方

の
東
儀
文
均
の
場

合
、
①
大
規
模
な

宮
中
行
事
と
②
三

方
及
第
を
三
方
合

同
で
演
奏
す
る
の

は
葛
房
の
場
合
と

同
じ
だ
が
、
逆
に
、

天
王
寺
一
方
だ
け

で
演
奏
す
る
の
は
、

③
の
聖
霊
会
、
⑥
太
子
講
の
み
で
あ
る
（
表
二
の
太
枠
で
囲
っ
た
部
分
）。

そ
れ
以
外
は
常
に
三
方
の
楽
人
が
混
合
し
た
合
奏
形
態
で
あ
る
。
そ

う
考
え
る
と
、
文
均
の
場
合
、
天
王
寺
の
遠
い
親
戚
よ
り
も
、
日
頃

か
ら
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の
多
い
在
京
楽
人
（
京
方
、
南
都
方
、
天
王

寺
方
を
問
わ
ず
）
の
方
が
、「
音
楽
的
に
」
親
密
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

　

つ
ま
り
、
三
方
楽
人
の
伝
承
の
系
統
を
考
え
る
場
合
、
従
来
の
、

京
都
、
南
都
、
天
王
寺
と
い
う
単
純
な
三
方
の
区
別
で
は
く
く
り
き

れ
な
い
、
行
事
の
規
模
と
参
加
者
に
よ
る
複
数
の
「
楽
壇
」
を
想
定

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
文
均
の
場
合
、
在
京
天
王

寺
方
の
み
（
⑥
）、
在
京
＋
在
天
天
王
寺
方
（
③
）、
在
京
三
方
（
④

⑤
）、
三
方
全
体
（
①
②
）
と
い
う
四
種
類
の
異
な
る
演
奏
機
会
に
参

加
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
は
、
儀
式
の
規
模
、
目
的
、
参
加

者
の
顔
ぶ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
脈
絡
で
通
用
す
る
音
楽
的
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
成
立
し
て
い
た
想
像
さ
れ
る
。
文
均
は
異
な
る
い
く
つ
か
の

楽
壇
を
横
断
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
の
音
楽
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
、
使
い
分
け
、
実
践
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

音
楽
伝
承
の
問
題
を
さ
ら
に
複
雑
に
し
て
い
る
の
が
、
三
方
を
越
え

た
子
弟
、
養
子
関
係
で
あ
る
。

四
、
家
を
越
え
た
子
弟
関
係
、
養
子
縁
組

　

楽
人
た
ち
は
、
一
緒
に
合
奏
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
を
越
え
て
師

表 2　演奏の場と楽人の顔ぶれ比較表
演奏の場 楽人の顔ぶれ

葛房
在南
南都方

①宮中行事 三方
②三方及第 三方
③南都大寺社行事 在京＋在南南都方
④門跡楽会 在南南都方
⑤その他寺社の依頼奏楽 在南南都方
⑥春日講 在南南都方

文均
在京
天王寺方

①宮中行事 三方
②三方及第 三方
③聖霊会 在京＋在天天王寺方
④堂上楽会 在京三方
⑤その他寺社の依頼奏楽 在京三方
⑥太子講 在京天王寺方



江戸時代の雅楽の伝承（寺内）183

弟
関
係
を
結
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
。
次
の
事
件
は
、
家
の
継
承
と
芸

の
継
承
は
実
質
的
に
異
な
る
次
元
の
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に

示
し
て
い
る
。
文
均
日
記
、
弘
化
元
（
一
八
四
四
）
年
五
月
九
日
条

と
、
葛
房
日
記
、
同
年
五
月
一
一
日
条
に
は
、
豊
原
胖
秋
の
「
改

流
」
騒
動
が
記
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

京
都
方
の
笙
の
楽
人
・
豊
原
胖
秋
（
一
八
一
六
〜
一
八
六
〇
）
は

代
々
南
都
方
の
辻
家
門
弟
で
あ
っ
た
が
、
兄
・
豊
原
陽
秋
（
一
八
一

二
〜
一
八
四
八
）
の
門
弟
に
な
る
た
め
、
辻
家
に
対
し
、
自
分
を
破

門
す
る
よ
う
願
い
出
た
。
辻
則
是
（
一
七
八
九
〜
一
八
四
五
）
は
胖
秋

に
借
金
が
あ
っ
た
た
め
、
金
銭
と
引
き
換
え
に
独
断
で
こ
れ
を
許
可

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
兄
・
陽
秋
が
「
改
流
」
の
件
を
楽
奉
行
の
四
辻

中
将
殿
に
届
け
出
た
と
こ
ろ
、
楽
奉
行
を
通
さ
な
い
勝
手
な
振
舞
と

し
て
四
辻
殿
の
怒
り
に
触
れ
、
陽
秋
ら
は
御
楽
始
や
当
年
の
三
方
及

第
出
入
を
禁
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
陽
秋
、
胖
秋
兄
弟
の
実
の
父
、

京
都
方
篳
篥
奏
者
・
安
倍
季
随
（
一
七
七
七
〜
一
八
五
四
）
も
四
辻
殿

に
参
上
し
て
説
明
し
た
が
、
ま
す
ま
す
四
辻
殿
を
怒
ら
せ
て
し
ま
っ

た
。
後
日
、
四
辻
家
か
ら
三
方
そ
れ
ぞ
れ
に
今
回
の
「
改
流
」
に
つ

い
て
可
否
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
異
議
は
出
ず
、
結
局
こ
の
件
は

承
認
さ
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
豊
原
陽
秋
も
胖
秋
も
安
倍
家

出
身
の
養
子
で
、
さ
ら
に
、
胖
秋
は
こ
の
年
ま
で
、
南
都
方
の
辻
則

是
に
笙
を
師
事
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
豊
原

家
に
は
も
う
一
人
・
徳
秋
（
一
八
一
九
〜
一
八
四
五
） 

と
い
う
楽
人
も

出
仕
し
て
い
た
が
（
（（
（

、
や
は
り
養
子
で
あ
っ
た
（
多
忠
得
三
男
）。
さ
ら

に
『
地
下
家
伝
』
等
で
彼
ら
の
父
、
祖
父
を
た
ど
る
と
、
い
ず
れ
も

二
、
三
代
前
も
す
べ
て
他
家
か
ら
の
養
子
で
相
続
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
養
子
に
よ
っ
て
「
笙
の
家
」
を
存
続
さ
せ
、
伝
承
自
体
は
そ
の

当
時
活
躍
し
て
い
る
他
家
の
演
奏
家
か
ら
習
得
す
る
と
い
う
状
態
が

数
代
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
胖
秋

の
「
改
流
」
は
、
芸
術
上
の
ス
タ
イ
ル
の
変
更
を
意
味
す
る
の
で
は

な
く
、「
形
式
上
」
陽
秋
の
伝
承
を
継
い
だ
（
と
い
う
こ
と
に
す
る
）

こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
胖
秋
は
後
に
兄
・
陽
秋
の
あ
と
を

襲
っ
て
豊
原
本
家
を
継
い
だ
が
、
芸
の
上
で
も
「
豊
原
流
」
で
あ
る

と
い
う
名
目
を
作
る
た
め
に
、
こ
の
「
改
流
」
は
必
要
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
芸
の
相
伝
や
上
演
に
は
、
権
利
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
収
入
が

付
帯
す
る
（
（（
（

。
経
済
的
既
得
権
益
を
手
放
さ
な
い
た
め
に
も
、「
家
」

を
存
続
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

東
儀
文
均
の
家
族
も
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
、
文
均
自
身
が
養
子
で

あ
る
。
文
均
は
南
都
方
楽
人
の
芝
葛
起
（
一
七
七
〇
〜
一
八
一
七
）
の

三
男
と
し
て
、
芝
家
の
分
家
・
寛
葛
家
に
生
ま
れ
た
。
葛
永
と
葛
元

と
い
う
兄
が
い
た
た
め
、
在
京
天
王
寺
方
の
本
家
、
東
儀
文
暉
（
一

七
七
七
〜
一
八
四
三
）
の
養
子
と
な
っ
た
。
し
か
し
『
地
下
家
伝
』
で

は
、
文
均
は
在
京
天
王
寺
方
の
分
家
・
文
信
（
一
八
〇
一
〜
一
八
一
七
）

の
継
嗣
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
人
目
の
養
父
・
文
信
は
早
く
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に
没
し
て
い
る
の
で
、
文
均
の
文
信
家
相
続
も
あ
く
ま
で
形
式
上
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
文
均
は
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
以
前
に
す
で

に
最
初
の
養
父
・
文
暉
の
も
と
に
養
子
に
行
っ
て
い
る
の
で
（
（（
（

、
篳
篥

の
技
は
文
暉
か
ら
習
得
し
た
可
能
性
が
大
き
い
が
、
人
に
よ
っ
て
は
、

か
な
り
長
じ
て
か
ら
養
家
に
入
る
こ
と
も
あ
る
。
逆
に
、
養
子
に

行
っ
た
後
も
実
家
で
親
と
同
居
す
る
例
も
あ
る
。
文
均
に
は
三
人
の

息
子
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
東
儀
、
芝
、
久
保
と
い
う
異
な
る
家
を
継

い
だ
が
、
実
際
に
は
三
人
は
文
均
邸
に
同
居
し
て
い
た
。
文
均
は
息

子
た
ち
の
「
家
」
に
合
わ
せ
て
細
や
か
な
配
慮
で
教
育
を
受
け
さ
せ

て
い
る
。

　

長
男
・
文
言
（
一
八
四
七
年
生
）
は
、
文
均
の
跡
継
と
し
て
篳
篥

と
右
舞
を
相
伝
し
た
。
文
均
日
記
に
よ
る
と
、
文
言
は
嘉
永
七
（
一

八
五
四
）
年
、
八
歳
の
時
に
在
京
天
王
寺
方
の
東
儀
如
雄
（
（（
（

（
頼
玄
）

か
ら
右
舞
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
正
月
一
九
日
の
宮
中
「
舞
御
覧
」

で
〈
納
曽
利
〉
の
童
舞
を
舞
っ
た
。
翌
年
、〈
越
天
楽
〉
残
楽
の
篳

篥
を
稽
古
で
吹
き
、
文
均
に
連
れ
ら
れ
て
大
花
講
、
太
子
講
な
ど
天

王
寺
方
の
諸
行
事
に
参
加
し
て
い
る
。
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
正

月
一
九
日
の
宮
中
舞
御
覧
で
〈
貴
徳
〉、
二
月
二
二
日
の
四
天
王
寺

聖
霊
会
で
は
〈
胡
蝶
〉
を
舞
っ
た
。
安
政
四
年
、
一
一
歳
の
時
、
正

六
位
下
右
兵
衛
少
尉
に
補
さ
れ
（
一
月
二
五
日
条
）、
以
後
、
一
人
前

の
楽
人
と
し
て
宮
中
諸
行
事
や
諸
寺
社
の
奏
楽
、
舞
楽
に
参
加
し
て

い
く
。
一
八
六
〇
年
に
は
元
服
し
、
天
王
寺
楽
人
の
組
合
に
加
入

（
二
月
二
三
日
条
）、
一
八
六
一
年
に
は
四
辻
家
の
堂
上
楽
会
へ
の
加

入
も
認
め
ら
れ
た
（
四
月
一
四
日
条
）。

　

一
方
、
次
男
・
直
温
（
一
八
五
〇
年
生
）
は
、
生
ま
れ
た
そ
の
年

に
文
均
の
希
望
に
よ
り
文
均
亡
兄
・
葛
元
を
継
い
で
南
都
芝
寛
葛
家

を
再
興
し
た
。
た
だ
し
、
直
温
は
芝
家
の
養
子
に
な
っ
た
後
も
京
都

の
文
均
邸
に
同
居
し
た
。
芝
家
の
専
門
は
笛
と
左
舞
、
東
遊
の
舞
で
、

い
ず
れ
も
南
都
方
の
楽
人
か
ら
技
を
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
直
温

は
、
ま
ず
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
九
歳
の
時
に
在
京
南
都
方
の
辻

高
節
か
ら
舞
楽
〈
迦
陵
頻
〉
を
習
っ
た
（
九
月
一
六
日
条
）。
翌
年
に

は
、
上
京
し
た
芝
本
家
の
葛
房
か
ら
龍
笛
の
中
小
曲
を
伝
授
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
年
一
一
月
、
直
温
は
文
均
に
伴
わ
れ
て
南
都
に
下
向
し
、

二
六
日
の
若
宮
お
ん
祭
で
東
遊
を
舞
っ
た
。
ま
た
、
お
ん
祭
の
あ
と
、

芝
葛
房
か
ら
〈
抜
頭
〉
と
〈
還
城
楽
〉
の
舞
曲
も
相
伝
し
た
（
一
一

月
二
三
〜
二
八
日
条
）。
直
温
は
ふ
だ
ん
京
都
で
在
京
南
都
方
の
辻
家
、

上
家
、
奥
家
で
の
稽
古
に
よ
く
参
加
し
て
い
る
が
、
芝
家
は
南
都
在

住
な
の
で
、
こ
の
よ
う
に
芝
家
の
人
が
上
京
し
た
折
、
も
し
く
は
、

直
温
ら
が
南
都
下
向
し
た
際
に
、
芝
家
の
伝
承
を
習
得
し
た
の
で
あ

る
。
直
温
は
一
八
六
〇
年
一
月
二
二
日
に
正
六
位
下
右
近
衛
将
曹
に

叙
せ
ら
れ
た
。

　

三
男
・
文
眞
（
一
八
五
七
年
生
）
は
、
一
八
六
二
年
、
六
歳
の
時
に
、

在
京
天
王
寺
方
の
東
儀
如
雄
の
手
ほ
ど
き
で
笛
を
稽
古
し
始
め
た
が

（
五
月
一
九
日
条
）、
一
八
六
三
年
に
南
都
方
の
篳
篥
奏
者
・
久
保
光
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亨
に
請
わ
れ
て
（
（（
（

養
子
と
な
り 

、
光
利
と
改
名
し
た
（
一
一
月
四
日
条
）。

し
か
し
、
光
利
が
ま
だ
年
少
で
あ
っ
た
の
で
、
養
父
・
光
亨
は
、
光

利
を
十
五
六
才
ま
で
は
文
均
の
下
に
預
け
置
き
、
そ
の
間
、
久
保
家

の
篳
篥
譜
な
ど
も
渡
す
の
で
、
稽
古
し
て
お
い
て
欲
し
い
、
と
申
し

出
た
。
一
八
六
五
年
、
光
利
が
一
〇
歳
の
時
、
光
亨
か
ら
譜
面
な
ど

が
文
均
邸
に
送
ら
れ
て
来
た
（
一
〇
月
一
一
日
条
）。
光
利
は
、
一
八

六
六
年
一
一
歳
の
時
、
正
六
位
下
上
総
介
に
任
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
京
都
の
文
均
邸
は
、
一
家
の
中
で
天
王
寺
流
の
篳

篥
と
右
舞
（
文
均
、
文
言
）、
南
都
流
の
笛
（
直
温
）、
南
都
流
の
篳
篥

（
光
利
）、
南
都
流
の
左
舞
、
東
遊
（
直
温
、
光
利
）
と
、
系
統
が
異
な

る
複
数
の
技
芸
の
伝
承
者
が
同
居
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

同
様
の
こ
と
は
他
の
多
く
の
楽
家
で
も
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
お�

わ
り
に
代
え
て
〜
複
数
の
脈
絡
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ

　

音
楽
は
瞬
時
に
消
え
去
る
時
間
芸
術
で
あ
る
。
そ
の
過
去
の
姿
を

辛
う
じ
て
検
証
で
き
る
の
が
楽
譜
で
あ
る
。
以
前
筆
者
は
、
江
戸
時

代
の
龍
笛
と
篳
篥
の
楽
譜
を
分
析
し
、
稽
古
時
に
唱
え
る
「
唱
歌
」

の
音
節
に
は
複
数
の
異
な
る
流
派
が
あ
り
、
そ
の
い
く
つ
か
は
特
定

の
楽
家
の
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
（（
（

。
唱
歌
は
家
の
中
で
親
と

子
（
師
と
弟
子
）
が
一
対
一
で
稽
古
を
す
る
時
に
使
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
最
も
色
濃
く
家
の
流
儀
が
表
れ
る
伝
承
形
態
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
の
養
子
の
出
入
り
の
実

態
を
見
る
と
、
あ
る
家
の
伝
承
は
、
実
際
に
は
複
数
の
家
の
出
身
者

が
知
り
得
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

唱
歌
に
対
し
て
、
実
際
の
合
奏
は
複
数
の
家
が
合
同
で
行
う
行
為

で
あ
り
、
何
ら
か
の
音
楽
上
の
妥
協
の
上
に
成
り
立
つ
。
そ
し
て
、

そ
の
妥
協
の
結
果
の
音
楽
的
ス
タ
イ
ル
は
、
残
念
な
が
ら
口
頭
伝
承

で
あ
る
た
め
残
ら
な
い
も
の
の
、
奏
楽
機
会
や
顔
ぶ
れ
に
よ
っ
て
異

な
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
家
の
伝
承
よ
り
あ
る
意
味
で
上

位
の
レ
ベ
ル
と
し
て
通
用
す
る
合
奏
の
場
の
流
儀
が
あ
り
、
そ
れ
は

機
会
と
参
加
者
に
よ
っ
て
様
々
な
種
類
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
伝
承
実
態
の
説
明
に
有
効
な
の
は
、
家
で
は

な
く
楽
人
個
人
の
立
場
に
立
っ
た
、「
唯
一
」
で
は
な
く
「
複
数
の
」

重
層
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
存
在
と
、
脈
絡
に
よ
る
流
儀
の
使

い
分
け
と
い
う
視
点
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
文
均
は
、
天
王
寺
方

の
一
家
を
継
い
で
い
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
と
も
に
、
在

京
楽
人
の
い
く
つ
か
の
楽
壇
に
所
属
し
、
次
男
の
芝
家
相
続
の
た
め

の
熱
心
な
運
動
な
ど
見
る
と
、
明
ら
か
に
南
都
方
の
実
家
に
誇
り
を

持
っ
て
い
た
。
文
均
は
ま
た
楽
譜
も
多
く
残
し
た
が
、
同
じ
楽
曲
の

譜
に
異
な
る
唱
歌
の
説
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
（
（（
（

。
つ
ま
り
、

文
均
は
、
異
な
る
流
儀
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
り
、
脈
絡
に
会
わ
せ

て
使
い
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、

江
戸
時
代
の
楽
人
は
、
血
統
の
上
で
も
、
芸
の
系
譜
の
上
で
も
複
数
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の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
つ
つ
、
活
動
の
空
間
と
い
う
点
で
は

さ
ら
に
細
か
い
複
数
の
脈
絡
を
横
断
し
な
が
ら
、
し
な
や
か
に
、
そ

し
て
し
た
た
か
に
生
き
抜
い
て
き
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。注（1

）　

多
数
の
分
家
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
こ
れ
ら
の
専
門
に
当
て
は
ま

ら
な
い
例
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
中
世
以
降
の
多
氏
な
ど
は
、
管

楽
器
に
も
進
出
し
た
。

（
2
）　

狛
氏
の
う
ち
芝
家
は
江
戸
時
代
初
期
に
藤
原
姓
を
賜
る
。

（
3
）　

楽
家
の
系
図
、
家
の
専
門
に
つ
い
て
は
、『
地
下
家
伝
』（
復
刻

「
日
本
古
典
全
集
」
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
八
）
や
平
出
久
雄
「
日

本
雅
楽
相
承
系
譜
」『
音
楽
事
典
』（
一
九
五
七
）（『
日
本
音
楽
大

事
典
』
東
京
、
平
凡
社
、
一
九
八
九
に
再
録
）、
な
ど
参
照
。

（
4
）　

京
都
方
楽
人
安
倍
季
尚
撰
『
楽
家
録
』（
一
六
九
〇
）（
復
刻
「
日

本
古
典
全
集
」
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
七
）
に
よ
れ
ば
、
正
親
町

天
皇
（
一
五
一
七
〜
一
五
九
三
）
の
時
に
、
天
王
寺
か
ら
薗
廣
遠

（
笙
）、
林
廣
康
（
笙
）、
東
儀
兼
行
（
安
倍
季
兼
と
改
名
）（
篳
篥
）、

東
儀
兼
秋
（
篳
篥
）、
岡
昌
忠
（
笛
）、
後
陽
成
天
皇
（
一
五
七
一

〜
一
六
一
七
）
の
頃
に
、
南
都
か
ら
辻
近
弘
（
笙
）、
上
近
直

（
笛
）、
窪
近
定
（
篳
篥
）
が
京
都
に
招
か
れ
た
。
中
世
末
の
楽
壇

再
編
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
南
谷
美
保
「
安
土
桃
山
時
代
の
雅
楽

楽
人
に
つ
い
て
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』

三
〇
、
一
〜
二
〇
（
一
九
九
〇
）、
寺
内
直
子
「
東
儀
兼
頼
撰
『
龍

笛
吹
艶
之
事
』
と
江
戸
時
代
初
期
の
龍
笛
の
系
統
」『
国
際
文
化

学
研
究
』
三
四
：
一
〜
四
三
（
二
〇
一
〇
）
等
を
参
照
。

（
5
）　

た
と
え
ば
、
笙
は
豊
原
（
京
都
）、
辻
（
南
都
）、
薗
、
林
（
天
王

寺
）、
笛
は
山
井
（
京
都
）、
上
（
南
都
）、
岡
（
天
王
寺
）、
篳
篥

は
安
倍
（
京
都
）、
窪
（
南
都
）、
東
儀
（
天
王
寺
）
な
ど
の
楽
家

が
混
ざ
っ
て
演
奏
し
た
。

（
6
）　

窪
（
久
保
）
家
は
在
南
と
在
京
に
分
か
れ
た
。

（
7
）　

南
都
右
方
人
の
大
神
氏
と
寺
侍
の
玉
手
氏
は
南
都
在
住
の
ま
ま
。

（
8
）　

前
掲
注
（
4
）、
寺
内
二
〇
一
〇
参
照
。

（
9
）　

芝
本
家
で
代
々
書
き
継
が
れ
て
来
た
日
記
集
。
天
理
図
書
館
蔵
。

葛
房
日
記
は
、
葛
房
一
五
歳
の
文
政
一
〇
（
一
八
二
七
）
年
か
ら
、

息
子
・
葛
鎮
に
日
記
の
記
述
を
譲
る
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
ま

で
。

（
10
）　
「
楽
所
日
記
」
と
い
う
書
名
で
国
会
図
書
館
蔵
。
天
保
一
五
（
一

八
四
四
）
年
、
文
均
三
四
歳
の
年
か
ら
明
治
五
年
ま
で
。

（
11
）　

在
京
東
儀
家
に
は
兼
康
家
（
本
家
）、
本
家
の
分
か
れ
兼
護
家
、

兼
護
家
の
分
か
れ
兼
冨
家
の
三
家
が
あ
っ
た
。
文
信
、
文
均
は
兼

冨
家
の
末
。

（
12
）　

日
記
か
ら
、
京
都
の
今
出
川
衣
棚
通
付
近
（
畠
山
町
）
に
長
ら
く

住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
13
）　

本
家
以
外
に
、
一
七
世
紀
に
本
家
か
ら
に
分
か
れ
た
葛
福
（
但
葛
）

家
、
一
八
世
紀
に
本
家
か
ら
分
か
れ
た
葛
清
家
、
さ
ら
に
葛
福
家

か
ら
一
八
世
紀
に
分
か
れ
た
寛
葛
家
が
あ
っ
た
。

（
14
）　

芝
家
の
日
記
か
ら
、
一
族
は
だ
い
た
い
奈
良
市
中
、
御
所
馬
場
町

近
辺
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
15
）　

通
常
、
日
記
の
原
文
に
は
楽
人
の
名
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
引

用
資
料
中
名
字
の
あ
る
も
の
は
寺
内
に
よ
る
補
（
以
下
同
様
）。

（
16
）　

三
方
及
第
に
つ
い
て
は
、
西
山
松
之
助
『
家
元
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
（
一
九
八
二
）
第
四
章
第
一
節
「
雅
楽
の
家
元
制
度
」
で
言
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及
さ
れ
て
い
る
他
、
南
谷
美
保
「
江
戸
時
代
の
三
方
楽
所
楽
人
と

三
方
及
第
〜
『
楽
所
日
記
』
に
基
づ
く
一
考
察
」『
四
天
王
寺
国

際
仏
教
大
学
紀
要
』
二
九
／
三
七
：
一
〜
二
〇
（
一
九
九
六
）
な

ど
が
わ
か
り
や
す
い
。

（
17
）　

た
だ
し
予
算
が
足
り
な
い
場
合
、
昇
進
し
て
も
芸
料
の
支
給
が
延

期
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

（
18
）　

同
様
に
太
鼓
も
、
国
福
が
左
舞
、
国
寧
が
右
舞
を
分
担
し
た
と
思

わ
れ
る
。

（
19
）　

葛
房
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
雅
楽
関
係
の
演
目
の
み
。

（
20
）　

狛
近
真
撰
、
一
二
三
三
年
。『
古
代
中
世
藝
術
論
』
岩
波
書
店
（
一

九
七
三
）
所
収
。

（
21
）　

葛
房
日
記
の
複
数
年
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
近
興
は
、
上
本
家

と
し
て
伎
楽
の
笛
の
伝
承
、
上
演
権
と
、
附
楽
の
楽
人
差
配
の
楽

頭
職
の
権
利
を
保
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）　

幕
末
に
活
発
に
政
治
活
動
を
行
い
、
獅
子
王
院
、
中
川
宮
、
賀
陽

宮
な
ど
多
く
の
宮
号
を
経
て
、
明
治
維
新
後
、
い
っ
た
ん
伏
見
宮

家
に
復
籍
し
た
後
、
久
邇
宮
家
を
創
設
し
た
。

（
23
）　

興
善
寺
は
、
在
南
楽
人
の
墓
が
あ
る
菩
提
寺
。 

（
24
）　

天
保
五
年
日
記
の
文
末
に
「
南
鐐
一
斤
代　

銀
八
匁
」
と
あ
る
。

（
25
）　

慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
に
再
興
さ
れ
た
祇
園
臨
時
祭
の
様
子
は

拙
稿
「
慶
応
元
年
再
興
祇
園
臨
時
祭
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
〜
芸
能
に
焦

点
を
当
て
て
」『
日
本
文
化
論
年
報
』
一
五
：
一
六
〜
四
三
（
二

〇
一
二
）
参
照
。

（
26
）　

現
在
は
新
暦
の
四
月
二
二
日
に
執
行
。
四
天
王
寺
聖
霊
会
に
つ
い

て
は
小
野
功
龍
「
雅
楽
と
法
会
」『
日
本
の
古
典
芸
能
２　

雅
楽
』

平
凡
社
（
一
九
七
〇
）
二
四
一
〜
二
五
五
頁
、
小
野
功
龍
『
仏
教

と
雅
楽
』
宝
蔵
館
（
二
〇
一
三
）、
南
谷
美
保
『
四
天
王
寺
聖
霊

会
の
舞
楽
』
東
方
出
版
（
二
〇
〇
八
）
な
ど
を
参
照
。 

（
27
）　

京
都
方
大
神
家
の
景
典
、
景
繁
の
名
が
見
え
る
の
は
、
景
典
の
六

代
前
か
ら
数
代
に
わ
た
り
、
天
王
寺
方
の
岡
家
、
林
家
か
ら
養
子

を
迎
え
て
家
を
継
い
だ
縁
か
も
し
れ
な
い
。　

（
28
）　

こ
の
「
事
件
」
の
詳
細
は
拙
稿
「
江
戸
時
代
の
「
楽
家
」
と
音
楽

伝
承
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
〜
龍
笛
と
篳
篥
の
唱
歌
を
中
心
に
」

『
国
際
文
化
学
研
究
』
三
七
：
四
四
〜
九
四
（
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
29
）　

葛
房
日
記
、
弘
化
元
年
の
楽
人
官
位
表
に
よ
る
。 

（
30
）　

詳
し
く
は
前
掲
、
西
山
松
之
助
『
家
元
の
研
究
』
な
ど
参
照
。

（
31
）　

葛
房
日
記
、
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
九
月
一
七
日
条
に
「
文

均
義
、
先
年
東
儀
文
暉
方
へ
被
参
候
所
、
此
節
初
而
下
向
ニ
付
入

来
也
」
と
あ
る
。

（
32
）　

実
は
在
京
南
都
方
、
辻
近
敦
六
男
。

（
33
）　

実
は
在
京
南
都
方
、
辻
近
敦
二
男
。

（
34
）　

注
（
4
）
中
、
寺
内 

二
〇
一
〇
。

（
35
）　

注
（
28
）
中
、
寺
内 

二
〇
一
一
。

（
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
）


